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第２５回沖縄振興審議会総合部会専門委員会 議事次第 

 

 
日時：令和７年 11 月 21 日（金）14：00～17：07 

場所：那覇第２地方合同庁舎２号館２階共用会議室Ｄ・Ｅ 

 

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

  ○テーマ別の調査審議（テーマ（２）教育・人材育成・文化・国際交流） 

 

  ・意見聴取 

    鈴 木 康 司    沖縄工業高等専門学校校長 

    加 藤 重 治    沖縄科学技術大学院大学事務局長・副理事長 

    常 盤 木 龍 治  沖縄のＩＴ番長 

パラレルキャリアエバンジェリスト 

    平 良 次 子    公益財団法人対馬丸記念会対馬丸記念館館長 

 

３ 閉 会 
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沖縄振興審議会総合部会専門委員会配付資料 

 

 

資料１ 沖縄振興審議会総合部会専門委員会 委員名簿 
 
資料２ 沖縄振興特別措置法の５年見直しの検討に向けた調査審議テーマ 
 
資料３ 沖縄県ＰＤＣＡ実施結果について（対象年度：令和６年度） 
    調査審議テーマ「教育・人材育成・文化・国際交流」 
 
資料４ 調査審議テーマ「教育・人材育成・文化・国際交流」に係る内閣府に

おける取組について 
 
資料５ 「沖縄高専における人材育成」この 10 年における沖縄高専の教育活動

（鈴木沖縄工業高等専門学校校長 講演資料） 
 
資料６ 沖縄科学技術大学院大学 (ＯＩＳＴ) 

（加藤沖縄科学技術大学院大学事務局長・副理事長 講演資料） 
 
資料７ 県内スタートアップの近況と成長に求められる育成手法とは  

～課題設定を見誤り進捗遅れの言い訳をする小さくつまらないチー 
ムを量産しないために～ 
（常盤木沖縄のＩＴ番長 パラレルキャリアエバンジェリスト 講演 
資料） 
 

資料８ 平和学習の役割 ～歴史や社会を見つめる生き方を学ぶ～ 
（平良公益財団法人対馬丸記念会対馬丸記念館館長 講演資料） 
 

資料９ 前回までの審議会・総合部会専門委員会における主な意見  
調査審議テーマ「（２）教育・人材育成・文化・国際交流」関係 
 

 
 

 

 

 

 

 

 



 3

―沖縄振興審議会総合部会専門委員会 委員名簿― 

 
株式会社インディードリクルートパートナーズ リサーチセンター上席主任研究員 宇佐川 邦 子 ○                 

一般社団法人グッジョブおきなわプロジェクト代表        喜屋武 裕 江 ○  

琉球芸能大使館代表  

舞台演出家                          富 田 めぐみ ○ 

名桜大学大学院国際文化研究科教授               宮 平 栄 治 ○ ◎ 

沖縄電力株式会社代表取締役社長社長執行役員  

沖縄経済同友会代表幹事                    本 永 浩 之 ○ 

認定 NPO 法人離島経済新聞社代表理事 鯨 本 あつこ 

琉球大学工学部教授 小 野 尋 子 

琉球大学工学部教授 神 谷 大 介 

琉球大学工学部教授 

琉球大学工学部附属地域創生研究センターセンター長 千 住 智 信 

株式会社うなぁ沖縄代表                    玉 城 直 美 

琉球大学人文社会学部学部長 

琉球大学大学院地域共創研究科研究科長 本 村   真 

一般社団法人日本旅行業協会沖縄支部長 

株式会社国際旅行社代表取締役社長 與 座 嘉 博 

 

 

◎印は座長、○印は総合部会委員、無印は専門委員 
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―  出席者  ― 

 

○総合部会委員 

宮平栄治座長、宇佐川邦子委員、喜屋武裕江委員、富田めぐみ委員 

 

○専門委員 

鯨本あつこ委員（オンライン参加）、小野尋子委員（オンライン参加）、神谷大介委員、 

千住智信委員、玉城直美委員、本村真委員、與座嘉博委員 

 

○有識者 

  鈴木康司 沖縄工業高等専門学校校長 

  加藤重治 沖縄科学技術大学院大学事務局長・副理事長 

  常盤木龍治 沖縄のＩＴ番長 パラレルキャリアエバンジェリスト 

  平良次子 公益財団法人対馬丸記念会対馬丸記念館館長 

 

○内閣府 

中嶋護大臣官房審議官、吉田敦子産業振興担当参事官、櫻井公彦事業振興室長、 

伊藤慶矢企画担当参事官補佐、泉吉顕沖縄総合事務局次長、 

波平康沖縄総合事務局総務部長 

 

○沖縄県 

武村幹夫企画部企画調整統括監 
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第25回沖縄振興審議会総合部会専門委員会 

              日時：令和７年11月21日(金) 14:00～17:07 

           場所：那覇第２地方合同庁舎２号館２階共用会議室Ｄ・Ｅ 

 

１．開会  

○宮平座長  ただいまから第25回沖縄振興審議会総合部会専門委員会を開催いたしま

す。 

 委員の皆様方におかれましては、御多忙のところ御出席賜り誠にありがとうございます。 

 本日は 11 名の委員の皆様に御出席をいただいております。委員の過半数に達しており

ますので、沖縄振興審議会令第５条第４項におきまして会議は成立しております。 

 また、この会議は原則公開となっておりますので御承知おきください。 

 本日の議事は、テーマ別の調査審議のうち、テーマ(2)教育・人材育成・文化・国際交流

となります。お手持ちの資料２、調査審議テーマの赤枠で囲われている部分を御覧くださ

い。こちらの近年の環境の急速な変化の状況等を踏まえまして議論を進めていただければ

幸いでございます。 

 また、本日は、沖縄工業高等専門学校の鈴木康司校長、沖縄科学技術大学院大学の加藤

重治事務局長及び副理事長、沖縄のＩＴ番長パラレルキャリアエバンジェリストの常盤木

龍治様、対馬丸記念館の平良次子館長より御意見聴取を予定しております。よろしくお願

いいたします。 

 なお、会議全体の流れといたしましては、沖縄県、内閣府、有識者の先生方より御説明

を賜った後、10 分の休憩を挟みまして、自由討議へ移りたいと存じます。 

 それでは、議事に入る前に、内閣府中嶋大臣官房審議官に御挨拶をお願いいたしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○中嶋審議官  内閣府の中嶋でございます。本日も御出席あるいはオンラインでの御参

加をいただきまして誠にありがとうございます。 

 本日はテーマ別審議の３回目となります。今回をもちまして予定されていたテーマ別の

調査審議を一通り終えることになります。 

 今後の進め方ですけれども、調整中ではありますが、年明け１月に審議会の本体を開催

する予定です。その場におきまして、これまでこの総合部会専門委員会で議論いただいた

ことを中間報告という形で報告をし、審議会のメンバーに議論をいただきます。 
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 そして、先月の組閣におきまして、沖縄担当大臣に黄川田大臣が新たに就任されました。

私どもとして、大臣をはじめとする政務とも御相談の上ですが、改めてこの総合部会専門

委員会に追加的な審議としてお願いする場面が出てくると思います。恐らくは来年の春頃

以降になろうかと思いますが、その辺は座長とも御相談の上、具体的に追って御連絡を申

し上げたいと思います。 

 さて、本日のテーマは、教育・人材育成・文化・国際交流という４つですけれども、こ

の４つは截然と区分できるものでもなく、重なり合う部分が多いと思っております。そし

て申し上げるべきは、これまでのこの総合部会専門委員会での御議論を伺っておりますと、

各テーマのいわば共通項として、人材育成というものが一つの重要な柱と言えるのではな

いかという感想を持っております。 

 沖縄の将来を考えたときに、人材の育成が総論として重要であるということについては、

恐らく誰一人反対する方はおられないだろうと思います。留意すべきは、各論として人材

育成を考えたときに、各テーマによって打つべき施策は異なり得る、状況によっても異な

り得るということです。そして、当然のことですけれども、人材、人材とお題目を唱えて

いるだけではなく、本当に打つべき施策は何かということです。 

 今の点に関連しまして、少し余談になりますが、私自身１つ印象に残っているお話を申

し上げたいと思います。もう何年も前のことになります。今と同じく沖縄政策を担当して

いた参事官の頃の話ですけれども、こどもの貧困の関連で若年妊産婦の居場所を視察した

ことがありました。当時県内に最初に居場所を試行的に作った頃のことです。確かその居

場所を利用している当時一番若い子は15歳だったと記憶しています。 

 そこのスタッフと議論していたときに、スタッフの方がおっしゃるには、居場所を作っ

てもらったことは大変ありがたい、確実に役に立っている、と。その上で、さらにリクエ

ストしたいこととして、ここを利用している子たちにワードとエクセルの習得をさせたい

とおっしゃられたわけです。 

 これは、そんな小さなこと、細かなことということかもしれませんけれども、そこを利

用している子たちは、高校、場合によっては中学校を中退しているような子たちです。そ

して現代の読み書きそろばんはワードとエクセルです。この技能の習得なくして、望んだ

としてもおよそ真っ当な就職はできないであろうと。したがって、政策としては非常に地

味で細かいですが、こういったことに手を打っていく必要性があるだろうということです。 

 本当に必要なものは何か。地味であっても、パテで穴を丁寧に根気強く埋めていくべき
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ものは何か。こういった実情については、私ども行政として率直に申し上げて弱い部分が

あります。ぜひそれぞれのお立場からコメントをいただければありがたいと思います。 

 そしてまた、中期的、長期的な観点から、夢を持って大きな絵を描いて、少し角度がつ

いた施策を語るという面も当然必要になってきます。いわば鳥の目と虫の目と言いましょ

うか、そういった視点でそれぞれのお立場から議論をいただければありがたいと存じます。 

 本日、途中休憩を挟みながら、やや長時間の会議となりますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○宮平座長  中嶋審議官、どうもありがとうございました。 

 それでは、プレスの方の撮影はここまでといたしたいと思います。 

２．議事 

・テーマ別の調査審議 

テーマ(2)教育・人材育成・文化・国際交流 

○宮平座長  では、議事に移らせていただきます。 

 それでは、最初に沖縄県のほうから、令和６年度沖縄県ＰＤＣＡ実施結果の御説明をお

願いしたいと思います。 

 武村企画調整統括監、よろしくお願いいたします。 

・沖縄県ＰＤＣＡ実施結果について(対象年度：令和６年度) 

○武村企画調整統括監  沖縄県企画部企画調整統括監の武村と申します。それでは、資

料３に沿って御説明をさせていただきます。 

 本日の調査審議テーマ、教育・人材育成・文化・国際交流の沖縄県ＰＤＣＡ実施結果に

ついて御説明させていただきます。 

 対象年度は令和６年度になりまして、令和６年度、昨年度につきましては、10年計画、

新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画の着実な推進のために３年ごとに策定しております新・

実施計画(前期)の最終年度に当たります。 

 沖縄県ＰＤＣＡにつきましては、これまで委員の皆様から御意見を頂戴したとおり、指

標で測れない側面あるいは民間部門に取組が移った場合の評価など、そうした部分も定性

的な記述を含めてＰＤＣＡをよりよいものに改善していきたいと思っております。 

 それでは１ページでございます。ページ番号については、右下のほうにある番号に沿っ

てお願いいたします。１ページ、左の列の上から教育・人材育成・文化・国際交流の分野

ごとに、表頭の記載のとおり各分野を取り巻く現状と、その右隣、今後の課題などを一覧
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でまとめてございます。 

 まず教育分野でございます。現状のポツの１つ目、少し飛ばしまして、高等教育機関、

大学、専門学校などへの進学率は72.3％と年々上昇傾向にあるものの、全国平均とはいま

だ5.1ポイントの開きがある状況にございます。その下の現状のポツの２つ目、少し飛ばし

まして、科学技術人材の育成に取り組んでおり、県内における理系大学への進学率は順調

に上昇しております。右隣、今後の課題等のポツの３つ目でございます。これまでのＩＣ

Ｔ教育の充実に加えて、生成ＡＩやクラウドの活用など新たなデジタル技術に対応した教

育ＤＸの一層の推進が求められていると考えております。 

 続きまして人材育成の分野でございます。現状のポツの１つ目、２行目の中段からでご

ざいます。ＯＩＳＴ(沖縄科学技術大学院大学)などを核としたイノベーション創出拠点の

形成に取り組んでおり、右隣の今後の課題のポツの１つ目に移りまして、その２行目後段

からですけれども、引き続き起業支援事業に取り組む必要があると考えております。その

下の今後の課題等のポツの２つ目、少子高齢化などを背景に、各産業における担い手や後

継者の確保が急務となっております。左側、現状のポツの３つ目でございます。令和４年

度に産学官金が連携した、おきなわスタートアップ・エコシステム・コンソーシアムを設

立し、スタートアップ支援体制の充実に取り組んでおります。 

 続きまして文化の分野でございます。右側の今後の課題等のポツの１つ目でございます。

少子高齢化の進展により若年層における文化の担い手不足が課題となっていることから、

３行目で、沖縄文化の継承・発展に向けたさらなる取組の充実が求められております。そ

の下の今後の課題等のポツの２つ目でございます。沖縄空手の保存・継承に向けては、空

手発祥の地・沖縄の認知度向上やユネスコ無形文化遺産の登録に向けた機運醸成などが課

題と考えております。 

 一番下の国際交流分野でございます。右側、今後の課題等のポツの１つ目でございます。

世界に広がるウチナーネットワークを基軸とする人的ネットワークのさらなる発展に向け

て、観光・経済・文化などの様々な分野における多元的な国際交流の強化・拡充が課題と

考えております。左側の現状のポツの２つ目でございます。昨年３月に沖縄県地域外交基

本方針を策定し、沖縄が有するソフトパワーや国際ネットワークなどを活用し、アジア・

太平洋地域の平和構築と相互発展に貢献する地域外交を推進しているところでございます。 

 ２ページをお願いいたします。沖縄２１世紀ビジョンで掲げます将来像、そして新・沖

縄２１世紀ビジョン基本計画、そして同実施計画の構成と検証対象について整理してござ
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います。こちらはこれまでも御説明させていただいておりますので割愛させていただきま

す。 

 ３ページでございます。主要指標及び成果指標の達成状況についてでございます。 

 本日の調査審議テーマに関連する主要指標の達成状況の円グラフを上のほうに掲げてご

ざいます。令和６年度は、10年計画、新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画の着実な推進の

ために３年ごとに策定する新・沖縄２１世紀ビジョン実施計画(前期)、前期実施計画と呼

んでおりますけど、前期実施計画の最終年度に当たります。 

 ３ページの上のポツの１つ目でございます。関連する主要指標15指標のうち８指標

(53.3％)で、前期実施計画の最終年度、令和６年度の目標値を達成しております。上のポ

ツの２つ目、成果指標125指標のうち75指標(60.0％)が令和６年度目標値を達成しており

ます。前期３年間の達成状況については、本日の調査審議テーマに関連する主要指標、成

果指標では、指標の半分程度の達成にとどまっていることから、その要因等を分析した上

で引き続き目標達成に向けて取り組んでまいります。これらの指標の詳細につきましては、

本資料の30ページ以降に全ての指標を掲載してございます。 

 ４ページでございます。こちらからは各分野の基本施策になります。本ページ以降では、

これまでの資料と同様に、左上のほうに対象分野としての今回の調査審議テーマに関連す

る基本施策名、そして左側のグラフで基本施策に紐づく最終アウトカムとしての主要指標、

そして右上のほうから、県の取組、主要指標の達成状況、課題・今後の方向性等について

整理してございます。そして次の５ページ目のほうに、基本施策に関連する主な事業を紹

介させていただいております。この２ページセットで一つの基本施策を説明する形を取っ

てございます。今回は時間の関係上、本施策の主要指標の達成状況を中心に御説明させて

いただきまして、疑問点がございましたら後の自由討議の場で御質問いただければ幸いに

存じます。 

 ４ページの基本施策5-(1)多様な学びの享受に向けた環境づくりでございます。左側、主

要指標として社会教育施設利用者数を掲げてございます。右側の真ん中、達成状況でござ

います。令和６年度の社会教育施設(県立図書館、青少年の家、県立博物館・美術館)の利

用者数は107.3万人と、目標を達成できなかった状況にございます。 

 次の６ページでございます。基本施策5-(2)「生きる力」を育む学校教育の充実でござい

ます。左側、将来の夢や目標を持ち、自らやると決めたことをやり遂げるようにしている

児童生徒の割合を主要指標としてございます。この指標につきましては、文科省が小学校
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６年生と中学校３年生を対象に実施している全国学力・学習状況調査において、「将来の夢

や目標を持っていますか」、そして「自分でやると決めたことはやり遂げるようにしていま

すか」という質問項目の肯定的な回答をした児童生徒の割合の平均値を指標としてござい

ます。６ページ右側の達成状況でございます。令和６年度の実績値は、小学校が83.3％と

目標値を達成した一方で、中学校は69.7％と基準値から後退する結果となってございます。 

 ８ページでございます。基本施策5-(3)多様な能力を育て、力強く未来を拓く人づくりで

ございます。主要指標、新規学卒者に占める高等教育機関への進学率でございます。達成

状況、令和６年３月時点の新規学卒者に占める高等教育機関(大学・専門学校等)への進学

率は72.3％と目標値を達成している状況にございます。 

 10ページでございます。5-(4)人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確

保でございます。主要指標、地域社会を支える人材の育成数及び確保数でございます。右

側の達成状況、人材の育成数、確保数ともに基準値から順調に推移しており、おおむね目

標を達成できていると考えてございます。 

 12ページでございます。基本施策5-(5)新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと

人材の確保。主要指標、現金給与総額を掲げてございます。右側の達成状況、令和６年度

の現金給与総額は目標値の達成には至っていない状況にございます。下の課題・今後の方

向性でございます。生産性・収益性の向上に向けた産業ＤＸやイノベーションの創出に取

り組むとともに、企業連携による域内経済循環に資する取組を推進し、賃上げに向けた環

境整備に努めていくとしております。 

 14ページでございます。基本施策3-(1)県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」

の強化でございます。主要指標、県内純生産を掲げてございます。右側の達成状況、令和

４年度の県内純生産は３兆2,897億円で、目標達成には至っていない状況にございます。 

 15ページの説明をさせていただきます。15ページの事業名で企業研修・リスキリング実

践・支援事業を１つ代表に挙げさせていただいております。この事業については右側の(3)

達成状況のほうにある、企業の人材育成計画策定を目的とした集合型研修を実施したこと

に加え、人材育成の重要性を普及・啓発するために専門講師を招いた啓発イベント等の実

施をしております。受講後に実施したアンケート調査による検証では、97％の受講者が「と

ても良かった」または「良かった」と回答しております。 

 16ページでございます。基本施策、科学技術イノベーションの創出と次世代を担う持続

可能な産業の振興でございます。左側、主要指標、大学等の特許権実施許諾等件数。右側
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の達成状況でございます。令和５年度の特許権実施許諾等件数は42件と、令和６年度の目

標値を既に達成している状況にございます。 

 18ページでございます。基本施策、沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出

でございます。主要指標、スタートアップ企業創出数(累計値)でございます。右側の達成

状況、スタートアップ企業創出数は令和６年度末時点で36社と目標値を達成している状況

にございます。 

 20ページでございます。基本施策、沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展でござい

ます。主要指標、県が支援した文化芸術関連イベントの参加者数を挙げております。右側

の達成状況、令和６年度のイベント参加者数は令和６年度目標値を達成している状況にご

ざいます。 

 22ページ、基本施策、多様性を尊重する共助・共創社会の実現。主要指標、左側、民間

企業の管理職に占める女性の割合を挙げてございます。右側の達成状況、民間企業の管理

職に占める女性の割合は、令和６年度の実績が23.0％と目標の達成には至っていない状況

にございます。 

 24ページ、基本施策、アジア・太平洋地域の平和構築に貢献する地域協力外交の展開で

ございます。主要指標として、平和祈念資料館入館者数の推移を挙げております。右側の

達成状況、令和６年度の入館者数は目標値を達成している状況にございます。 

 26ページでございます。基本施策、沖縄を結び目とするグローバルな交流ネットワーク

の形成でございます。主要指標、国内外における世界のウチナーネットワークの強化を推

進する取組数を挙げております。右側の達成状況では、目標値は未達成となってございま

す。 

 最後の28ページでございます。基本施策、世界の島しょ地域等との国際協力活動と国際

的課題への貢献でございます。主要指標、左側、国際協力・貢献活動に関わった海外研修

生受入団体数を挙げてございます。右側の達成状況では、令和６年度の受入団体数は26団

体と目標値の達成に至っている状況にございます。 

 県からの説明は以上でございます。 

○宮平座長  武村企画調整統括監、どうもありがとうございました。 

 引き続き内閣府から内閣府の取組の御説明を伊藤企画担当参事官補佐、よろしくお願い

いたします。 

・内閣府の取組 
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○伊藤企画担当参事官補佐  改めまして、内閣府沖縄政策担当で参事官補佐をしており

ます伊藤です。内閣府の取組について資料４に基づいて御説明をさせていただきます。よ

ろしくお願いします。 

 まず１ページ目を御覧ください。今回のテーマに関する基礎情報を順に御紹介しており

ます。１ページ目は教育・人材育成についてです。 

 丸の１つ目です。これは下の①と対応しています。令和６年度の沖縄県における大学等

進学率は 46.7％、高等学校等進学率は 97.0％、一方、全国平均では大学等進学率は 61.9％、

高等学校等進学率は 98.6％となっておりまして、全国平均に比べると進学率が低い、いず

れの進学率も全国最下位という状況でございます。 

 丸の２つ目です。こちらは②と対応しています。令和７年度全国学力・学習状況調査に

おける沖縄県内の児童生徒の全国平均正答率との差ですけれども、小学生で国語がマイナ

ス 2.8、算数がマイナス 7.0、中学生では、国語はマイナス 5.3 で数学はマイナス 10.3 と

いうことになっていまして、いずれの正答率も全国最下位の状況です。 

 そして丸の３つ目です。こちらは③④と対応しているものですけれども、令和６年度の

沖縄県の有効求人倍率ですが、1.11 と全国平均は下回っているものの近年は 1.00 を上回

っております。令和６年における沖縄県の完全失業率は、全国最下位の 3.2％という状況

になっております。こちらに加えて、資料にはありませんけれども、沖縄県の若年者の失

業率については、他の世代と比べても高い状況にありまして、また沖縄県における新規高

卒・大卒就業者の就業後３年以内の離職率というのは、全国平均を上回っている状況でご

ざいます。 

 続いて２ページ目です。文化に関する基礎情報になります。 

 丸の１つ目、下の①と対応しています。沖縄県は多種多様な文化と歴史を有し、令和５

年度では指定文化財として、有形、無形全て含んで 1,451 件が指定されております。 

 丸の２つ目です。こちらは②と対応しています。令和７年における沖縄県の伝統的工芸

品、これが全指定数 224 件中 16 件ということで、全国４位の数になっております。 

 丸の３つ目です。こちらは下の③と対応しています。令和５年度の伝統工芸産業の従事

者数が 1,549 人ですけれども、長期的に見て減少傾向が続いている状況でございます。 

 丸の４つ目です。しまくとぅばを挨拶程度以上使う割合は、令和６年度で 42.5％と長期

的に減少傾向にありますが、最近はやや持ち直しているということがデータとしては出て

おります。 
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 ３ページ目を御覧ください。こちらは国際交流に関する基礎情報です。 

 丸の１つ目です。これは下の①と対応していますけれども、令和６年度における外国人

の入域客数は約 229 万人でございまして、特にアジアとの交流が堅調に拡大しているとこ

ろです。 

 丸の２つ目ですけれども、こちらは②と対応していますが、海外に暮らすウチナーンチ

ュは約 42 万人いると言われておりまして、特に南米に多いというふうに言われておりま

す。 

 丸の３つ目、第７回世界のウチナーンチュ大会の参加者が５日間で延べ約 43 万人とい

うことで、ネットワークの継承・拡充、それから次世代の育成を推進するものとなってお

ります。 

 丸の４つ目、下の④と対応しています。ＯＩＳＴアウトリーチ活動(科学教育・青少年・

一般向けプログラム、文化・地域連携イベント、協働事業など)にも力を入れておりまして、

令和６年度には計 210件のアウトリーチ活動が行われております。 

 続いて４ページを御覧ください。２.近年の環境の急速な変化の状況等についてお示し

しております。後ほどの自由討議の際にはこちらのことも念頭に御議論いただければと思

っております。 

 ３.令和７年度の主な事業等ということで、今回のテーマに関連して内閣府で行ってい

る取組について御紹介しております。特に２ポツ目、沖縄型産業中核人材育成・活用事業、

それから３ポツ目、沖縄型スタートアップ拠点化推進事業、４ポツ目、沖縄国際交流体験

促進事業については、後ほど担当のほうから個別に御説明を差し上げることとしておりま

す。 

 ４ページ目を御覧ください。こちらは一括交付金を活用して県と市町村において今回の

テーマに関連する事業ですので、そちらを御紹介します。 

 まず県事業です。ポツの２つ目です。沖縄イノベーション・エコシステム共同研究推進

事業 3.0 億円ということで、これは人材育成に関する取組ですけれども、イノベーション・

エコシステムの構築を目指して、大学等を核とした共同研究等に対して段階に応じた支援

を行うものになっています。また、将来的な産業振興だったり、社会課題解決を目指した

若手研究者等の革新的な研究の促進を支援するというものになっております。 

 それから３つ目です。こちらは文化に関するものですけど、伝統文化活性化事業 0.7億

円です。独自の多様な文化を保全・継承し、また新たな文化創出を図るため、伝統文化の
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認知度・理解向上を図り、担い手の活動機会を確保するものとなっております。 

 続いて市町村事業について御紹介します。１ポツ目です。北大東村オンライン双方向授

業支援モデル事業ということで、こちらは教育に関する事業で 0.15億円です。村営塾を開

講しまして、学力に応じた学習支援による指導及びＩＣＴを活用した現役東大生によるオ

ンライン双方向授業を実施するものとなっております。そして４ポツ目を御覧ください。

東村海外移住者子弟研修生受入事業ということで、これは文化・国際交流に関するもので

0.07 億円となっております。南米の村人会の子弟との交流を通じまして、移住先国との友

好親善、それから沖縄文化の振興に貢献し得る人材の育成、移住先国の子弟とのネットワ

ーク強化を図るというものになっております。 

 では、次のページを御覧いただいて、ここからは各担当から個別の事業について御説明

いたします。 

○吉田産業振興担当参事官  内閣府の沖縄産業振興担当の吉田と申します。私からは中

核人材の事業とスタートアップの事業について御説明いたします。 

 ６ページを御覧ください。沖縄型産業中核人材育成・活用事業という事業でして、まさ

にタイトルにありますように沖縄県の産業を引っ張ってくださる中核人材を育成するとい

う事業でございます。平成 29 年度から実施しております。 

 右下の事業イメージを御覧いただければと思いますけれども、沖縄の業界団体などに研

修プログラムを作っていただいて、まずは一度座学と実習とＯＪＴを総合的に入れた研修

を企画して実施いただくという事業です。その後、その事業を自走化することを目指して

いただき、初年度はこちらの委託費で実施していただくものでございます。 

 左側の目標・達成状況に行っていただいて、人材育成は目標を定めて見ていくのは難し

いのですが、まずは研修満足度 70％以上ということを目標にしておりまして、それから自

走化をなるべく高めていくということになります。達成状況といたしましては、研修満足

度が 70％を超えているということと、自走化については右側に状況がございますとおり、

平成 29 年度からの平均 60％ということになっております。 

 課題を見ていただきまして、中小零細企業が自ら人材育成を行うのは難しいという中、

この事業におきましては業界団体の中で人材育成に取り組んでいただいておりまして、結

果としてこの研修の修了生が企業に戻ってから新しい商品を開発するなど活躍いただいて

いる事例もありまして、一定の効果はあったと思いますけれども、まだ自走化も平均 60％

ということで、自走化に至っていないものもありますので、道半ばというところもござい
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ます。人材育成は息の長い取組が必要というところもあると思いますので、引き続きこう

いった事業を活用して企業成長の中核人材の底上げを図っていければと思っております。 

 ７ページにございますのは、実際に令和７年度に実施していただいている事業ですので、

御参考に御覧いただければと思います。様々な分野で実施していただいております。 

 ８ページは、少し話が変わるのですが、スタートアップの拠点化推進事業ということで、

今日はスタートアップの御専門の方がいらっしゃいますので、こちらは一部スタートアッ

プの方を応援する事業でありまして、事業概要にございますように令和５年度から始めて

おります。 

 右下の事業イメージにありますように幾つかやっておりまして、その拠点を応援するも

のであったり、スタートアップの企業の活動を補助するものであったり、地域課題解決を

するためのスタートアップを支援する事業を行っております。 

 この事業ですぐに何か達成できるということも難しいのですが、見ている指標といたし

まして、沖縄県のスタートアップの数、それから資金調達額などを記載してございます。 

 課題といたしましては、県内のスタートアップの数は増加傾向にありまして、勢いがあ

るところですけれども、資金調達額というところではまだまだ課題があると思っておりま

すので、そういった環境をさらに応援していくということが今後必要だと思っております。

以上です。 

○櫻井事業振興室長  内閣府の事業振興室長の櫻井でございます。９ページ目、10 ペー

ジ目の沖縄国際交流体験促進事業について御説明させていただきます。 

 こちらの事業は、沖縄在住の外国人家庭が多いという沖縄の特別な状況を考慮いたしま

して、何か沖縄の人々のために事業ができないかということでやらせていただいているも

のでございます。 

 留学というとすごく敷居が高くてお金もかかって自分ではちょっと無理だと思われるお

子さんも多いと思いますけれども、同じ沖縄県内の外国人家庭のところに留学していただ

くということで、そうした体験をしていただくことで、自分もできるということで自信を

持っていただいて、ひいては本当に例えば留学していただくですとか、こどものやる気に

つなげることができればという思いでやっている事業でございます。単純に英語の点数を

上げるためにやっている事業ではないところです。 

 こちらは令和５年度から実施しておりまして、令和６年度は出だしが事務の執行の関係

で遅かったこともあり参加者が 4,300 人ほどだったのですが、今年度は 5,500 人を参加目
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標にして行っているところでございます。 

 こちらは、こどものやる気を増していくということで、実際関心が高まったとする児童

の割合をアンケートで取っているところです。効果測定ですとか評価指標になるものの検

証が難しい事業になっておりまして、財務省と予算の折衝をしていてもそういう御指摘を

いただいたりしております。 

 内容としては非常にいいものだと私は思っておりまして、例えば何らかのイベントに実

際に参加するようになったですとか、具体的に行動に移した人がどれぐらいかなども今後

はアンケートで追っていきたいと思っています。こういうことを評価してみたらどうかと

か、今は公募で沖縄全体でやれそうな事業者さん１社でやっていただいていますけど、も

っとこういうやり方のほうがいいのではないかとか、御助言をいただきまして、事業をよ

りよくしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○宮平座長  ありがとうございました。こちらへの質疑応答については後ほどまとめて

行うことといたします。 

 続きまして、有識者の方からの御意見を聴取したいと思います。 

 それでは、沖縄高専の取組等について沖縄工業高等専門学校の鈴木康司先生からお話を

伺いたいと思います。鈴木先生、よろしくお願いいたします。 

 ・意見聴取 

 鈴木 康司 沖縄工業高等専門学校長 

 鈴木と申します。愛媛県の新居浜高専というところで３年校長を経験しまして、今年の

４月にこちらに移りました。とは言え四十数年前、まだ首里に琉球大学があった頃に、私

琉球大学でマスターまで６年ほど学びまして、今度再移住という形になりますが、土地柄

は随分変わってしまって全く浦島太郎状態から始まっております。 

 １ページをお願いします。こちらは今回のテーマに与えられたものの中から本校に関わ

るようなものを抜き出しましたが、高等専門学校などの高等教育機関の必要性、それから

ＩＣＴ教育、国際交流。それから沖縄の課題解決に資する研究、こちらのほうもかなり力

を入れております。それからスタートアップ関係などについても少しお話をさせていただ

きます。 

 ２ページお願いします。高等専門学校ですけども、私立も公立も含めて全国に58高専あ

りまして、そのうち国立は独法化組織として51高専がつくられております。最初にできた

高専は昭和36年、60余年の歴史がありまして、早期に工業技術者をつくるという高等教育
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機関で、図のほうを見ていただきたいのですけど、中学校を卒業した生徒さんを高専で受

け入れて、本科が５年、さらに専攻科という大学院に相当するようなものを卒業しますと

22歳ですので、こちらは学士を取れるというコース、それから後は修士のほうに進む、就

職に進むというものがあります。 

 下に移りまして、沖縄高専は平成14年にできまして、全国の高専が一段落しました昭和

49年以来の高専ということで、それでももう23年の歴史がたちました。新しくできた高専

ですので挑戦的な試みも行いまして、沖縄で需要が見込まれる学科が配置されて、教員に

つきましては今全教員で67人ですけど、そのうち理系がほとんどですので56人のドクター

を持っていると。第１期卒業生がもうすぐ40になりますが、本校で教員として、事務員と

して活躍いただいております。 

 ３ページを御覧ください。これが学校の規模でして、１学科40人クラス、それが５学年

あるので１学科200人です。それが４学科ありますので800人、それから専攻科というコー

スが50人程度ありまして、その中で一番右側を見ていただきたいのですが、アスタリスク

がついておりますが、こちらは外国籍を持ち、その中には日本に帰化された先生もいます

けれども、それが全校で５人います。これは全国の高専では一番多いと思います。 

 沖縄高専が育てる学生数です。青字で書きました４番のところにありますように160人

しか受け入れられていないということ、それに対しまして中学校の全卒業生が１万7,000

人ほどおりますので、約１％を工業技術者、研究者として育てているというのが本校の実

績になります。 

 円グラフを見ていただきますと、青いところが県内の入学者です。ほとんど県外からは

来ていないということで、そういう意味では県内の優秀な人材を育てる教育機関というこ

とでは、こちらは活躍できていると思います。 

 次の棒グラフは見にくいので赤だけを意識して見ていただくと、平均の入試倍率が1.5

倍を切るぐらいのところですけども、これぐらいの倍率があればある程度優秀な学生を受

け入れることができるかなと。これからもちろんこの倍率をもっともっと上げていくこと

を我々は努力しております。 

 沖縄高専の特質及び強みということを書かせていただきました。沖縄高専は学科横断型

教育ということを幅広くやっております。その中でこの10年間、幾つかの帯になっている

ようなことをやっております。航空技術者、それから生物、亜熱帯気候の遺伝資源を使っ

たもの、それから観光関係、それから次世代教育などもやっております。これについて詳
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しく説明していきます。 

 ７ページをお願いします。こちらが沖縄高専の航空技術者プログラムというものでして、

当然沖縄は陸続きではないので飛行機というものが非常に重要になる。それで飛行機産業

というものも発達しております。そういうことで、初期の目標は飛行機整備士さんを育て

ていこうということをまず５年間行いました。それが１ターム終わりました後、今度は右

下にありますように、デジタル技術の活用、データサイエンス、ドローンと、次の世代の

航空技術者を育てていこうということも進めております。 

 そういうことで、第二世代のほうではキャビンアテンダントを育てたいとか、必ずしも

飛行機整備とかではなくて、理系として考えられる企画もこなせるような人材を目指して、

こちらを進めております。 

 ８ページお願いします。次はＩＣＴ、ＩｏＴ、それからＤＸ人材ということです。文部

科学省が定めております数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度がありま

して、三角のピラミッドがありますが一番下のところ、全国の高等教育機関に進む人50万

人にリテラシー教育のレベルの認定をしましょうということを進めております。本校は令

和４年に全学科の卒業生を認定することができるようになりました。この認定というのは

文科省がある程度認めたカリキュラムを卒業した者に限ります。 

 次のレベルとしまして応用基礎レベルを2022年から認定が始まりましたが、今年本校の

情報通信システム工学科がほかの学科に先んじて認定を取ることができました。令和10年

までには全学科にこれを広げていくということで、応用基礎のレベルまでこういったＩｏ

Ｔ人材を育てられる。その後のエキスパートはプログラムとかも公開されてないのでまだ

ですが、こちらも取れるようなコースも考えたいと思っております。 

 ９ページをお願いします。ここ10年くらいの取組の中で一番力を入れております観光・

地域共生デザインコースです。こちらは文科省の予算です。2022年に岸田大臣が沖縄を訪

問されたときにこういうことをやりましょうと言っていただきまして、５年間毎年１億円

の予算規模というものをいただいて進めております。 

 10ページお願いします。その５年間で何をするかということです。観光・地域共生は琉

大さんも名桜大さんもやられていますが、その中での独自性、つまり理系における観光・

共生は何かということです。それで学生たちに学ばせて、そういった分野で活躍できる人

材を育てております。今年３年目です。それに従ってカリキュラムも進めておりますが、

いろいろな実習をやったり、課題解決型のインターンシップをやらせたりで、こういった
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人材も育てております。また、このコースは１年生のときからなるべく学年をミックスさ

せて、学科もミックスさせて、多様なグループの中で得意なものをつくっていきたいと思

っております。 

 11ページお願いします。こちらが、本校が取り組んでおります多文化共生・国際展開で

す。本校は800人ちょっとですが、そのうち16人ほど外国人留学生を受け入れております。

主に３年生から、専門教育が始まるところから受け入れておりまして、トータルで何十人

と受入れをしました。その中でもタイに今高専をつくっているのです。つまり高専システ

ムというものは世界で非常にユニークなものなので、いろんな国が高専システムを導入し

たいということ、ＪＩＣＡとかの力も借りながら、円借款によって行われているのですが、

タイ国のほうに高専を２校ほどつくりまして、そちらに学生を送ったり、中には教員もそ

ちらに送って高専システムを輸出しようということもしております。ほかにもモンゴルと

かベトナム、それから今度エジプトにも高専ができるということで今進めております。そ

ういうことで、国際関係につきましても我々は力を入れているところであります。 

 12ページをお願いします。次世代人材ということで、高専生を受け入れているんですけ

ども、それよりも下の世代、小学生、中学生、ポテンシャルのあるこどもたちを我々が夏

休みとか土日に集めて教育をしましょうということで、ちゅら海を科学する若きダーウィ

ン養成プロジェクトということで、これも毎年1,000万円ずつぐらいの予算をいただきな

がら進めているところです。こちらも５年計画の３年目ということになっております。こ

の形で要はとがった人材を小学生、中学生のうちから探して育成しましょうということが

目的です。もちろん卒業生は沖縄高専に入学していただきたいのですけども、そこのとこ

ろは別に幅広く小学生、中学生から理科、科学が好きな子を育てていきたいというプロジ

ェクトも行っております。 

 13ページをお願いします。これらをプロジェクトとして支えるカリキュラムであります。

高専は大学と同じ扱いですので学習指導要領みたいなものはないのですが、その中で、高

専を出ているならば最低これだけのことは学びましょうというカリキュラムがあります。

これがモデルコアカリキュラムというものです。それに加えて、高専ごとで独自のカリキ

ュラムを組んでいる。 

 本校の特色としましては、創造研究というものがあります。下のところに４つの色で分

けられていますが、４つの学科がありますが、学科横断、それから学年もごちゃ混ぜ、男

女ももちろんごちゃ混ぜです。それでプレ卒研となるようなテーマを探して、そこからＰ
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ＢＬ型の研究を行いましょうということです。 

 ですので、いろいろなアイデアも出てきますし、決して１つの回答だけではないという

ものを探させるようなことをやりまして、コンテストなどでその成果を発表しましょうと

いうのが14ページになります。 

 こちらは字だけで申し訳ないです。農水大臣賞、今年は文科大臣賞を２つ取りました。

それから全国大会でもいい成績を収めています。こういったことで実績もあげながら、沖

縄の有能な人材をできるだけ勉強させてやっていきましょうということを進めております。 

 15ページをお願いします。次の出口としまして就職関係になります。今年就職を希望し

た者が101人、実際就職した者が101人です。県内に就職した者は10人しかいません。あと

の91人は県外に出てしまっています。 

 先ほど提言がありましたけど、そこを改善しなければというところはあります。101人に

対して1,800人強の求人がありますので、倍率ということでありますと18倍を超えると。で

すので、学生も行きたいところに手を挙げられるというところになっております。 

 さらに進学が53人、約160人のうちの53人ですので３分の１です。本校の専攻科に進む者、

それから県内の大学に編入する者もおります。こういった学生に対して我々は、沖縄のた

めに役立てる人材をつくっていくということを進めております。 

 今後継続していくための課題を次に挙げさせていただきましたが、プロジェクトを幾つ

か紹介しましたが、ほとんど期限つきの補助金プロジェクトです。こちらを自立化させて

自走化させることを考えていかなければいけないというところも厳しいところです。 

 それからインフラも、本校の建物ができて約25年ということで、そろそろ傷み出してき

ている。それから沖縄独特の塩害などもあるということ。 

 それから先ほど貧困化が出ましたが、生活状況が厳しい子もおります。名護市のさらに

辺野古という地方のところにありますので、例えばアルバイトをしたくてもバスがない、

バス代が高い、寮に入らないと生活が成り立たない、こういった子たちにできるだけ給付

型の奨学金も与えているのですが、その原資がなかなか増やせない。 

 それから共同研究とかで教員のほうにも外部資金を獲得することを求めておりますし、

あとは先ほどの満足度、ウェルビーイングも我々のほうとしては考えながら進めていると

いうのが現状です。 

 どうも御清聴ありがとうございました。 

○宮平座長  ありがとうございました。 
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 続きましてＯＩＳＴの取組等について、沖縄科学技術大学院大学事務局長並びに副理事

長様よりお話をお伺いしたいと思います。 

 それでは加藤事務局長様、よろしくお願いいたします。 

 加藤 重治 沖縄科学技術大学院大学事務局長・副理事長 

 ありがとうございます。御紹介いただきましたＯＩＳＴ事務局長の加藤でございます。

本日はこのような機会を与えていただきましてありがとうございます。 

 それでは、説明に入ります。 

 ２ページにＯＩＳＴの沿革があります。もう皆さん御存じかもしれませんが、2001年に

内閣府で沖縄・北方対策、科学技術を担当された尾身幸次大臣が、世界トップレベルの大

学院大学を沖縄につくるんだという構想を提唱されて始まりました、いわばナショナルプ

ロジェクトであります。 

 目的としては、世界トップレベルの科学技術に関する教育研究を行うのは当然ですけど

も、それによって沖縄の自立的発展に貢献するということも当初より明確な目的として定

められております。 

 現在のＯＩＳＴの姿ですが、３ページです。大学院大学ですので学部はなくて、５年一

貫の博士課程のみです。現在１学年の定員が60人、全体の人員構成はそこに表がございま

すが、学生を含めて全体で1,500人弱です。教員が90人ちょっと、その下の研究スタッフが

500人弱といったところです。教員、研究スタッフは７割方が外国人、学生も８割近くが外

国人、しかも世界の多様な国・地域から来ているということで、学内の公用語は英語にな

ってございます。 

 一応私立大学法人の形を取っておりますけども、財政的には内閣府の沖縄振興予算から

非常に手厚い支援をいただいているというところです。令和７年度の当初と６年度の補正

を合わせますと220億強、それから最近では外部資金獲得の努力をしておりまして、令和６

年度の実績では43億円というところです。 

 大学設置認可をいただいたのが2011年で、そこから10年ちょっとの短期間でここまで成

長できましたことには、内閣府からの財政支援、それから沖縄県、県民の皆様からの様々

な支援があってのことでございまして、厚く御礼申し上げたいと思います。 

 次はＯＩＳＴの研究活動の特徴でありますけども、学部、学科を持たずに学際性を重視

しております。また、准教授、助教であっても独立して研究ユニットを持てるというとこ

ろがありますが、何といっても世界からトップレベルの教員を厳しい審査を経て採用する。
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また、採用後も５年ごとに厳しい審査をするというところがございます。そういったこと

で教育研究の質の維持、これに非常に大学全体として意を用いているというところであり

ます。 

 次のページでございますが、大学院教育でありますけども、ＯＩＳＴの場合、博士課程

と言いましてもアカデミアだけでなくて産業界も含めて社会の様々な場面で活躍できるリ

ーダーを育てるというプログラムを組んでおります。 

 １年目には３つの研究室をローテーションしてもらいまして、自分が博士論文の研究を

やるのにどこの研究室が本当に適しているかを学生が選ぶ、２年目は学生自身が博士論文

研究計画をつくるということで、学生の主体性を非常に重視しております。 

 また各界で活躍できるようにするということで、５年間ずっとプロフェッショナル・キ

ャリア・ディベロップメントという必修科目があります。これも科学技術系の大学院では、

国内のみならず世界を通じて非常に珍しい取組だということです。 

 これまで191人修了生が出ておりますけど、学術界のほかに御覧のように産業界で活躍

している人もいます。産業界も製造業もありますけれども様々な業界に行っております。

また、外国人でも日本国内で職を得る、最近は沖縄で起業したいといって学生時代からそ

ういう取組を進める者も出てきております。 

 日本人学生は今全体の２割ぐらいですけど、優れた学生にはどんどん入ってもらいたい

わけでして、特にスーパーサイエンス・ハイスクールとの連携プログラムを最近強化して

いるところで、これは先方の要望に応じてかなりオーダーメイドでプログラムをつくって

やっておりまして、前年度では30校弱から1,500人以上を受け入れております。 

 次のページからがイノベーションの関係ですが、ここは後ほど詳しく申し上げますので

飛ばしまして、８、９、10ページが予算の様子です。先ほど申し上げました外部資金獲得

の努力をしている様子などが出ております。特に最近では科研費に加えまして大学全体と

して新しい取組を行う政府系の補助金の獲得に力を入れております。 

 次に11ページにまいりまして、ＯＩＳＴの目的であります沖縄の自立的発展への貢献で

すけども、大きく３つの柱で取り組んでおります。１つが沖縄におけるディープテック・

イノベーション・エコシステムの構築、２番目がＯＩＳＴの研究成果を使って沖縄の環境

保全とか地域課題の解決にお役立ちする、３点目が沖縄の皆さんの科学への理解と関心を

高める活動を行うというところです。こういった３つの柱の活動を行うために、右端にあ

りますような様々な取組を行っているところでございます。 
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 まず１番目の柱のディープテック・イノベーション・エコシステムの創出です。14ペー

ジに飛んでいただけますでしょうか。この中でも大きく５つの取組を行っております。左

２つはこれからさらに詳しく説明しますが、真ん中のネットワークは県内あるいは本土の

既存の企業との連携強化の取組をしております。特に経済同友会とは毎年週末を使ってセ

ミナーをしておりまして、代表幹事をはじめ多くの方がいらして、ＯＩＳＴの研究スタッ

フとも積極的にディスカッションされたりしております。 

 右から２番目の資金調達の関係では、民間のベンチャーファンドと組みまして、ディー

プテック・スタートアップを特にフォーカスした資金援助を行うようにしております。こ

こには政策投資銀行あるいは沖縄振興開発金融公庫からも出資いただいておりまして、現

在35億円規模のファンドになっておりまして、既に投資活動を開始しております。 

 一番右に施設というのがございます。ここで写真がありますけれども、これは新しいイ

ンキュベーター施設、合わせて2,000㎡のものが今年３月に完成しまして、現在スタートア

ップなどの入居が進んでいるところであります。その下にテストベッドというのがござい

ます。沖縄の地域の課題解決のために大学、企業、自治体などが連携して新しい試みを行

う、そういう場を大学につくる、それをテストベッドと称しておりますが、これについて

は具体的にエネルギー供給での二酸化炭素排出を下げる、あるいは地域の持続可能性を上

げるということで、沖縄電力、オリオンビールとも包括協定を結びまして具体的なプロジ

ェクトを形成しております。 

 左２つの具体的な説明に入りますが、15ページはＯＩＳＴの概念実証プログラムと言っ

ております。これがＯＩＳＴ発の研究成果をスタートアップなどにつなげていく重要な取

組であります。ＯＩＳＴの中で公募をいたしまして、スタートアップなどにつなげる活動

をやりたい研究者を募りまして、１プロジェクト当たり1,000万から2,000万でそういった

面で研究開発を支援します。それに加えて、外部からのメンターにも協力いただいて、ま

さにスタートアップの経営などについてのノウハウも植え付けるということを行っており

ます。これまでＯＩＳＴ内で80件以上このプロジェクトが行われておりますけども、16、

17ページには、ここのプログラムを通じて実際に起業などに至った例を掲げてございます。

スタートアップですので非常に狭いところを狙って行っておりますけども、それぞれ沖縄

の課題解決にも役立つ可能性を秘めた取組が行われているところです。 

 18ページがＯＩＳＴのスタートアップ・アクセラレーター・プログラムというものです。

これがＯＩＳＴの非常に特徴的なところだと思います。大学ですと普通自分のところの研



 24 

究成果を使ったスタートアップの支援にとどまりますけども、ＯＩＳＴの場合は世界中か

ら我こそはと思うスタートアップに手を挙げてもらいまして、１年間ＯＩＳＴに来て製品

化のための研究開発の支援に加えて、外部のメンターに手伝ってもらって資金調達、経営

などのノウハウを与えるということを行っております。これは沖縄県からの補助金などを

財源に行っているものでございまして、これまで14のスタートアップがこのプログラムを

修了して、沖縄あるいは日本で実際事業拠点を設けている状況になってございます。 

 19ページがその中でも一番成長しているＥＦポリマーという会社です。既に皆さんも御

承知かと思いますが、これはもともとインドの大学生がインドで起業したものですが、農

作物の残渣を原料によく水を吸い込むポリマーを作るというもので、これが徐々に水を放

出して自然になくなりますので、乾燥地でも農業を行えるという可能性を秘めております。

これがＯＩＳＴのスタートアップ・アクセラレーター・プログラムで育ちまして、内外の

著名な賞を受賞したり、それから自分でも資金調達力をつけまして、今年のシリーズＢラ

ウンドでは25億を超える資金を自分で調達しています。現在世界をまたにかけてビジネス

を展開しているという状況でございます。 

 20ページにスタートアップ関連の取組を全て総括してございますが、一番下にございま

すように、沖縄に根差し、世界とつながり、科学主導で国際競争力のあるベンチャー創出

を推し進めております。ちなみに、これらのプログラムを経てつくられたＯＩＳＴ発ベン

チャー、経済産業省の定義に当てはまるものがこれまでに35社出ているというところでご

ざいます。 

 21ページから研究です。こちらも沖縄への貢献ということでは３つの柱を立てておりま

す。「海洋科学・ブルーエコノミー」、「生物多様性・持続可能性」、「健康・長寿」などでご

ざいます。 

 22ページからがそれぞれの柱の下での具体的な取組を幾つか挙げてございますので、後

ほどお時間があるときにゆっくり御覧いただきたいと思います。例えば23ページにイカの

養殖というのがあります。実験動物のイカの養殖の技術のノウハウを使ってこういったも

のを行ったり、海ぶどうにつきましても非常に科学的な細かい分析を行った上で、よりよ

いものを大量に作れるようにということで水産業者の支援を行っております。 

 24ページはＰＦＡＳの関係です。これについては微生物を使って除去するような技術の

研究なども行っております。 

 25ページにまいりまして健康・長寿の関係ですと、細胞の老化のメカニズムを研究して
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いる研究者がおりますけども、サントリーと連携しまして、老化を抑えるサプリにつなげ

ていこうという共同研究を進めております。新型コロナの際にはＰＣＲ検査を累計で40万

件行わせていただいたりしております。また、ＡＤＨＤのお子さんの支援についても科学

的な知見に基づいたプログラムを開発しておりまして、教育委員会とも組んで学校現場に

も展開しております。文部科学大臣表彰も受けております。 

 27ページからが科学への理解と関心を深める活動でございます。先ほど内閣府の資料で

も触れていただきましたけど、様々な機会、訪問していただく、あるいは出前講義など離

島も含めてこちらから出かけていくという取組をしております。実はこういった取組につ

いて、幼少の頃これを体験して、ＯＩＳＴに憧れて実際にＯＩＳＴに入ってきたという沖

縄出身の大学院生も数名いるという状況になってございます。 

 29ページが具体的なものですけど、左のサイエンスフェスタというのは年に１回行って

いるいわゆるオープンハウスです。今年１万人以上の方からお申込みいただいたんですけ

ど、施設の容量から3,000人ほどしか受け入れられなかったんですけど、非常に好評をいた

だいております。右のＯＩＳＴサイエンススタジオは、最近読谷村にできました図書館複

合施設、ゆんラボ・未来館の中につくらせていただきまして、10月末にオープンいたしま

した。1,000人を超える方に御訪問いただいておりまして、うれしい悲鳴を上げているとい

ったところでございます。 

 31ページはちょっと新しい取組でして、ＯＩＳＴと琉球大学、沖縄高専の学生が共同で

チームをつくりまして、合成生物学のアイデアを競う世界的な競技会に参加いたしました。

ｉＧＥＭというものですけども、マンゴーなどを栽培している現場で迅速に害虫を特定す

るシステムを開発いたしまして、これの発表を行いまして世界大会でゴールドメダルを取

ったということで、来週11月25日に報告会を行うということにしてございます。 

 そういったことで、非常に駆け足になりましたけど、ＯＩＳＴの特色のある取組として

は、世界から優れた人材、スタートアップを呼び込んで、沖縄で活動拠点をつくっていた

だく、あるいはそうでないにしても沖縄のよさを母国あるいは世界の各地に持っていって、

それを発信してもらって、それを聞いたさらに優れた人材が沖縄に来るという好循環を生

むというのが力を入れているところかと思います。そういった意味で、21世紀における万

国津梁の一つの形にもなるのかなと思ってやっているところでございます。 

 これからも様々な取組を進めてまいりたいと思いますので、引き続き御指導、御鞭撻を

いただきたいと思います。御清聴ありがとうございました。 
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○宮平座長  どうもありがとうございました。 

 続きまして沖縄のスタートアップ事業について、沖縄のＩＴ番長パラレルキャリアエバ

ンジェリストの常盤木龍治様よりお話を伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

 常盤木 龍治 沖縄のＩＴ番長 パラレルキャリアエバンジェリスト 

 ハイサイ グスーヨー チューウガナビラ。トッキーヤイビーンということで、勢いよく

元気にいきたいと思います。 

 僕がいつも一緒にいるのは比屋根隆さん、兼村光、豊里健一郎、野中光、この辺りの兄

貴分とか兄弟分的な感じで、レキサス、うむさんラボの役員もやってきて、御存じのとお

りコザのスタートアップ商店街、そしてナゴノバ、あとは琉球フロッグスと、10年間経営

者は全員僕が育て上げています。 

 沖縄でも沖縄県人材養成講座とあとは内閣府の中核人材育成事業、合計すると 300 人、

ＤＸの卒業生。県内のＤＸ関連の７割が僕の弟子たちがやっている自信があります。とい

うことで、ガツンといきたいと思います。 

 沖縄のＩＴ番長略歴とか常盤木龍治スケジュールとかで検索すれば、僕が最近どういっ

たところに登壇しているか全部出てくるのでそこは全部割愛します。 

 次お願いします。コザのスタートアップ商店街です。ここの中に生きているエビラボ、

クロスボーダー、ＳＡＰ、マイクロソフトをはじめとして、大体７割は僕が県外から連れ

てきた企業です。 

 次進んでください。人は挑戦し続けるということで、御存じのとおりコザ、まだ 70 年し

か歴史がない町でございます。極東アジア最大の軍事飛行場である嘉手納飛行場の前にい

わゆる挑戦者たちが集まってできた町なので、沖縄ってどうしても集落文化ですよね、日

本中どこもそうなのですけど、その集落文化ではない唯一の場所がある意味コザなのです。

だからどちらかというと根なし草の人たちがそこから意気を上げて戦い続けてきたロック

スターの町なので、これがいわゆる物語に共感する。 

 今まさに「宝島」の上映もされておりますし、あとはサウス・バイ・サウスウエストで

すよね。世界のスタートアップやクリエイティブが生まれている祭典、オースティンの雰

囲気とコザが似ていたのですよ。私 139 か国いろんなところを旅してきて感じたのは、や

っぱりロックスターがいるまちから必ずテクノロジーが生まれています。なぜかというと、

自分たちも向こう側に行けるのではないかと錯覚するやつだけが諦めないと思っているの

ですよね。 
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 次お願いします。沖縄移住 12 年目、ウチナームークでございます。沖縄、伊勢、東京、

ブラジルなどを軸に年間大体 150 フライトしてまして、昨日も岡野バルブの取締役会をや

った後戻ってきまして、年間大体 200から 250講演してます。「常盤木 番長」でググって

ください。 

 次です。僕の趣味は史跡探訪で沖縄の全グスクに行っています。日本百名城も全部行っ

て、新百名城の方も行っています。僕は歴史とか文化をどうやってテクノロジーで生かす

かという観点こそが沖縄の発展においては極めて重要なファクトであり、この国、そして

日本及び沖縄の強みは何かというと伝統と文化なのです。これはお金で買えないものです

からね。これをどうやってテクノロジー的なスタートアップの意味合いで成長させるかと

いうことで、沖縄、鳥取、石川、宮城、宮崎、埼玉、いろんなところで県の政策を書いた

りとか沖縄県の新・21世紀ビジョンの策定のほうをさせていただいたり、いろいろしてい

ます。 

 次お願いします。今関わっている会社はこんな感じです。パナソニックの全新規事業、

おきなわＣ＆Ｃホールディングス、エイコン、アルファドライブ、ゼンテック、岡野バル

ブ、レキサス、うむさんラボ、クアンド、あとカステラの福砂屋、これは今一番面白いで

す。ハウステンボスのＤＸ責任者も３年間やっていました。 

 次お願いします。西銘さんのときの強い沖縄経済のところですね、玉城さんと一緒に。

県の政策のほうとかも県側からこんな感じでトッキーどう思う？と聞かれて、いいんじゃ

ないですかと絵に描いたり、見やすい仕様に作っていつもやっています。 

 次です。御存じのとおりもともと沖縄市のスタートアップを 2016 年に福岡と連携しな

がら進めていって、当時北九州のリノベプロジェクトと連携する形で、商店街は日本中大

体２階が住居なんです。おじいおばあが住んでいるから、１階にわけ分からない人を住ま

わせたくないから、その部分を町で共同担保人とすることで、あいつバックレてる人じゃ

なくてちゃんと沖縄が好きな人だよというのを、僕らが町で共同ぐるみでパトロンをやる

ことでどんどんどんどん町に人を入れていって、コザを成長させました。 

 次お願いします。2017 年から沖縄市の創業支援事業でコンソーシアムをつくっていき、

スタートアップ・ラボ・ラグーンが来て、そして今のスタートアップ・エコシステムに至

るという流れは皆様御存じのとおりです。 

 次お願いします。プレシードの段階でいうと、ゼロからの起業、これは麻生要一と一緒

にやっています。元リクルート新規事業トップ、皆さんも御存じのとおりだと思います。
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あとはスタートアップラボ、ゆくるばスクールということで、いわゆる女性・子育て世代

から、ガチでスタートアップをやりたい人から、八百屋さんやりたい人まで、単純なスタ

ートアップじゃなくて起業家そのもの、創業家、アントレプレナーシップを教えるという

のを徹底的にやっています。 

 次お願いします。シード～アーリーステージが、コザスタートアップアーケードに大体

50社ぐらい入居していて、１席から借りられて、本社登記もできるという部分もありまし

て、支店もあそこで１席から取っていけるというのは全国的に意外と少ないのですよ。か

つ僕らが徹底的に沖縄のすばらしさを話し、お前らただの助成金取りにはしないぞという

感じでしっかりと生き金にすることを徹底してやって、沖縄のコザの一員として育て上げ

るということをずっとやっています。 

 次お願いします。日本の競争力は過去 30年間ご存じのとおりで、僕はこの「失われた 30

年」という言葉が大嫌いなのですけど、そうではなくて株式市場が成長してない状態の中

で、実質賃金が増えてないので改めて今スタートアップが注目されているという状態です。 

 次お願いします。その中で米国経済を牽引しているのはほぼほぼスタートアップで、代

謝が激しいというか、20 か年以内の企業が実体経済を引き上げているというのが世界の強

い国の実態で、我が国自体が為替差損の部分とか金融工学とか低賃金で発展してきた部分

を覆す代替プランが取れなかったというのは、誰のせいでもなく国民一人一人が怠惰であ

った部分もたくさんあると思っています。 

 次お願いします。スタートアップは経済成長のドライバーで、雇用を創出していき、社

会課題を解決する主体としてどうやって育てていくかというところが僕らの知恵の見せど

ころかなと思っています。 

 次お願いします。日本におけるスタートアップ投資は 10年で 10倍に広がったものの、

ＶＣの償還期間が大体 10 年なのです。では出口でエグジットできた人たちがどれだけい

るかという話です。 

 次お願いします。世界のユニコーン企業 676社、日本は僅か８社しかないという体たら

くです。これは皆さんが悪い云々の問題ではなくて、豊かであるがゆえに努力しなくても

自分たちが生きていけるから、わざわざ明日給料がもらえるかどうか分からないスタート

アップはやらないという人たちがまだまだ多いです。 

 次お願いします。岸田さんに来ていただいたとき、スタートアップの力で社会課題の解

決と経済成長を加速すると、国家戦略としてみんな何となくは認知していたものを政府と
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してちゃんと言語化される流れになってきた。まだ僅か３年程度しかたってないというこ

となのです。 

 次お願いします。そこでスタートアップへの投資をどうやっていくかということをその

とき初めて、５年で 10 倍で人材と資金とオープンイノベーションを推進していく、エグジ

ットしてただＭ＆Ａを増やすのではなくて大企業とのコラボレーションとかコーポレー

ト・ベンチャー・キャピタルです。いわゆる単なる上場をゴールというのはなかなか難し

くなってきて、先日もいろいろな事件があって 100 億以下は上場を認めないみたいになっ

てきているので、そうなってくると事業会社側とどうやって連携をさせていくかとか、あ

とはリビングデッド状態になってしまっている、スタートアップなのだけど生きながらえ

ているだけで実際全然儲かっていないところをどうやって合従軍的にしていって稼げるよ

うにしていくかというのもこれから重要になってくると思います。 

 次お願いします。そもそもスタートアップとは何かという話です。 

 次お願いします。新しい企業であって、新しい技術やビジネスモデルを有していて、急

成長を目指す企業を指しますと経産省で定義されています。 

 次お願いします。強みとしては、革新的でＶＣからの出資とか増資、株主を自分で持つ

のではなくて、放出してヒト・モノ・カネを集めて短期間で成長させるところが違いです。 

 次お願いします。ですので、伝統企業のように 12％とか 15％成長が求められているので

はなくて、最初の２、３か年はめちゃくちゃ赤字でも構わないから、その後いきなりムー

ンショットを打ちにいくことが本来の意味でのスタートアップですよね。 

 次お願いします。急成長の設計をした企業のことをスタートアップというのですが、皆

様もお気づきのとおり日本国で使われているスタートアップ、玉石混交でいろんな意味で

使われてしまっています。 

 次お願いします。僕は一石を投じたいです。というか皆さんも思っていることをちゃん

と言語化しておきたい。売上げ数千万から数億の地域課題解決ベンチャーをスタートアッ

プと呼ぶのはどうなのでしょうかと。彼らは彼らで尊いけれども、ちゃんとラダーを分け

たほうがいいですよね。明らかにスタートアップの概念が湾曲解釈されていると考えてい

ます。 

 次お願いします。その中で僕はこの３つの階層に分けるのがいいのではないかと思って

いて、売上げ 2,000～3,000 万クラスから３億ぐらいまでの地域経済成長に有効な、持続可

能な社会に必要な、地域課題を解決することを起点として生まれたタイプのスタートアッ
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プ、沖縄は特にこれが多いです。 

 あとは越境型のスタートアップ、沖縄の島嶼地域は海外との接点がつくりやすいですか

ら、海外進出をベースとして産業振興のために必要な越境系のスタートアップと、あとは

ムーンショット系ですね。ＯＩＳＴやＫＯＺＡやエネルギーや Deeptech 系に特化して重

点的施策をやっていく。国策に資する企業、いわゆる J-Startup の中でも選ばれる、その

中でもさらに５社に１社ぐらいの割合のところを指すかなと思っています。 

 次お願いします。スタートアップを推進する人材とか育成環境の整備はどうしたらいい

のかということを少し考えてみました。 

 次お願いします。人となりでいうと、一番重要なところは誠実さと粘り強さです。極端

な話をすると借金を２億抱えようが向こう岸に行きたいと思えるかどうか。家族の時間を

犠牲にしてでもこの国とかこの地域を救いたいと思えるかどうかというところは結構重要

で、そのために重要なところでいうと、初期の顧客獲得なのですよ。 

 実は今回のこの会議に向けて、日本を代表する上位 15 ぐらいのＶＣに僕個人でインタ

ビューしました。いろいろ聞いたのですけど３つ言っていました。 

 １つがスタートアップ社員の生活環境の整備、その場所に定着するための衣食住環境の

部分の手当ては結構重要で、その地域の人間にしてあげるための住環境支援制度は必要じ

ゃないかという意見が多かったです。 

 ２個目がとても重要で、拠点設置箇所におけるロイヤルカスタマーをつくってあげるこ

とです。沖縄に本社があるのに顧客は東京とか。お前ら補助金目当てじゃんという状態な

のですよ。焦って使いたいだけじゃんという状態なんですよ。そうすると彼らはほかの場

所にも実際つくってきます。税収増えないですよ。 

 税収を増やすことが支援策なのだと考えたら、この地域において利益が出るようなロイ

ヤルカスタマーをどうやって僕ら大人たちがつくってあげるかが最重要。 

 ３つ目が、投資先、支援先同士の合従軍化です。５社に１社ぐらいリビングデッド状態

になります。その人たちは、能力は持っているのだけど顧客開発ができない、めっちゃエ

ンジニアリングはできるけど人徳がない、スタートアップやっている人って５段階でいう

と、５、０、０、マイナス５みたいな連中なのですよ。これをどうやって組み合わせて、

ダイアグラムをつなぐ状態にするかという感じでやっていくといいのではないかというと

ころが僕がお話ししたかったところです。 

 以上です。ありがとうございました。 
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○宮平座長  どうもありがとうございました。 

 続いて、沖縄の平和学習について対馬丸記念館の平良次子館長様よりお話を伺いたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 平良 次子 公益財団法人 対馬丸記念会対馬丸記念館 館長 

 私は今回どんなお話をしたらいいのか、また混乱し始めているのですが、沖縄の若い子

たちはいろんな学習の場とか、いろいろなイベントの場ですごい流れの中で新しい世界を

見ているんだろうなと思う反面、これは忘れてはいけないのではないか、取り残してはい

けないのではないかというところのお話になるのかなという気がしています。 

 「平和学習の役割 ～歴史や社会を見つめる生き方を学ぶ～」と書かせていただきました。 

 平和学習、平和教育ということで結構前から沖縄では取組が行われてきているのですが、

戦争体験者が少なくなるとか、学校の先生の取組が難しいとか、いろいろな話があり、形

骸化しているとか聞くのですけど、私は、平和学習は今進化しているのではないかという

気がしています。 

 それは、私たちのこどものときは体験者が自分の体験をお話しされる。今思えば、大変

だったなというぐらいの感じだったのかなと。それは背景をよく知らない、前後を知らな

い、そういうことから、今は戦争の歴史だけではなくて、人権問題とか差別のことにつな

げて、学校の先生もいろんな人たちも取り組み始めているなという感じがします。それが

歴史の授業、道徳の授業、文学、総合学習とかでそれぞれの生き方を考えるような学習に

なっているのかなという気がしています。 

 スライドに書いてあるのは、私が広島で出会った被爆者から習いました。出会い、感動、

発見、出発、これはその方が体験したことです。 

 平和学習の話ですが、私の拙い体験と、今対馬丸記念館にいますけれども、南風原文化

センターに三十数年おりましたので、そこで学んだ中からのお話になるかと思います。 

 南風原ではこどもたちに平和学習をさせようということもありまして、広島に毎年連れ

ていきました。広島の被爆者が、沖縄のこどもたちは沖縄戦をもちろんやるけれども、広

島のことも学んでほしいということもあって受け入れてくれたのが始まりです。 

 この被爆者の方が、自分は 1945 年の８月６日に左足を失ってしまった被害者だとずっ

と思っていたそうです。ところがあちこちで体験を話す中で海外にも行きました。シンガ

ポール、マレーシアに行ったときに、1945年８月６日にバンザイをしている写真を見つけ

るんです。地元の人がバンザイをしている。えっと思ったそうです。それは、これで日本
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から解放されるといった感想だったんですね。そういう人たちがバンザイで喜んでいる。

私たちは日本にいながら何も知らなかった。何が起きていたんだろうということから、い

ろいろな話をしてくださった方です。 

 観光としての戦跡巡りと書いていますけれども、戦争が終わってから沖縄で亡くなった

兵隊さんたちの遺骨を求めて全国の方々が遺骨収集に見えたと。それで沖縄観光がだんだ

ん始まって、帰りにどこか沖縄のいい景色を見ていこうというふうにつながっていったと

いうことも聞いたことがあります。 

 沖縄戦については証言集の発刊があります。沖縄戦で生き残った方々が、私はラッキー

だ、生き残ったぞ、バンザイと喜んでいる人は一人も見たことがない。自分は生き残って

しまったという罪意識とか、目の前で家族を失った、友達を失った人は、助けることがで

きなかった罪意識とか、そういうことを抱えたまま戦後の混乱の中で一生懸命生きてきた

人たちだなというのをすごく感じます。 

 いろんな人たちが話を聞くのですが、その方々が見たこと、体験したことの証言が今各

市町村でもたくさん綴られております。その後、博物館・資料館もできるようになり、そ

こで一般住民の目線から見た展示というのがどんどんされてきております。 

 修学旅行団も沖縄に平和学習という名前で来ます。博物館・資料館だけではなくて、ガ

マの体験をします。ここで何があったのか、この暗い中で何があったのかということを重

ねていって、コロナ前だったら１年に 1,000 校ぐらい来ていると聞きました。これはまだ

続いております。 

 各学校、市町村の取組もあります。沖縄は６月 23日慰霊の日なので、平和学習月間・週

間ということで取組をしております。戦争体験のない先生方がいろんな工夫をして取り組

んでいるかと思います。市町村によっては平和の日を定めて市町村で取り組んでいるとこ

ろもあります。 

 それに合わせまして地域の市町村史、歴史を刻む分野のところでは、自分たちの地域の

証言、それからほかの地域とは違う特徴を捉えた蓄積がされております。研究もされてき

ました。例えば住民虐殺、集団自決、疎開の話、慰安所/慰安婦、それから護郷隊など、南

部戦跡と言われるように沖縄戦の跡が沖縄の南部のほうに集中していたり、慰霊碑がたく

さんあるということで、学校で授業をしても、沖縄戦は南部であった戦争だと思っている

子たちがいるということで先生方がショックを受けまして、これはやんばるでも離島でも

あったということで取組を始めたと聞きました。それぞれの特徴を出した研究が蓄積され
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てきていると思っています。 

 そして現地に連れていく。学校の机の上だけではなくて、戦跡の文化財指定も始まりま

したので、そこに連れていって見せる。そこで証言を聞くというふうな活動もしているよ

うです。 

 先生方が平和学習を別の教科みたいに研究をして授業でやるというのはとても大変なこ

とですが、平和ガイドが各地におりまして、体験者が体験を話すだけではなくて、戦後生

まれの人、最近は大学生、中高生たちも案内ができるように一生懸命頑張っていると思い

ます。 

 余談ですが、版画家の儀間比呂志さんという方がいらっしゃいます。亡くなりましたが、

その方が沖縄戦の作品をよく作っていらしたので聞いたことがあります。沖縄戦のときど

こにいらっしゃったんですかと。実は僕は沖縄ではないと、でも沖縄戦のことをたくさん

調べたり、いろんな人たちの話を聞いて、自分たちはその場にいなくても勉強すれば沖縄

戦を俯瞰することができる、表現することができるというお話をされていました。 

 沖縄戦研究の嶋津与志さんもおっしゃっていました。学童疎開で沖縄にいなかった間に

沖縄戦があったと。僕は現場にいなくて、体験した同級生たちはけがをしていたり、爆弾

とか戦闘機に詳しくなっていて、非常にコンプレックスがあったという話をして、悔しい

ので勉強して沖縄戦研究者になった、脚本を書いたりするようになったというお話です。 

 そういうお二人の話は、戦後生まれの私たち、沖縄戦を伝えようとする私たちにとって

は非常に励みになる言葉でした。その場にいなくても、勉強していろんな話を聞いて伝え

ることはできるんだなと思っています。 

 御存じのように戦争体験者が少なくなる中、証言は各地で残されています。一般の人た

ちの証言というのがあやふやだったりする、それから研究者のものではないという評価を

されたりして、非常に批判をされたと聞いております。 

 それならばと立ち上がったのが考古学者です。人々の証言が信用できないというならば

物で示そうということで、戦跡考古学を立ち上げて、沖縄に残っているもの、例えば壕の

中に武器と一般の人たちの化粧品とか櫛とか歯ブラシとか、そういうのがなぜ一緒にある

のかということを解明していく、なぜここにこんな形で遺骨が残っているのかというのを

考古学的に調べていくというのを提唱しています。それでガマも文化財に指定されたりな

どが行われてきました。 

 そういったたくさんの証言とか戦跡を含めて、沖縄では講演会、学習会、それから書籍



 34 

類もたくさん出ています。それが漫画になったりアニメになったり映画になったり舞台に

なったり、いろんな表現方法で沖縄戦を伝えようということが今続けられていると思って

います。 

 この平和学習ですが、中心は学校です。学校で平和学習というのをやりますが、先ほど

も話したように平和の日というのを設けた市町村が一般の人たちにも学んでほしいという

ことで取り組んだり、市町村・博物館での研修とか展示会とか、そういうものにも広がっ

てきているかと思います。 

 それから、うなぁ沖縄さんもそうですけれども、平和学習カリキュラム・プログラムを

つくって学校に出向いたり、一般の人たちを案内したりという会社も立ち上がっています。

今何社かあると聞いてますが、そういう研究成果、それから最近のこどもたちが受け入れ

やすいように、分かりやすいようにという方法がいろいろ研究されていると思っています。 

 最近私も引っかかりが出てきました戦争トラウマという言葉です。最初に聞いたのは、

学校の教員をしていた方が退職なさってから、右足が痛くなって病院に行きました。眠れ

ないので精神的にもおかしくなって精神科に行ったんですね。そして先生にお話しされた

ことは、私はなぜこの足が痛いか分かっていますと。どうしたんですかと聞いたら、私は

小さいときに戦場を母親と一緒に逃げていました。そのときに右足で実は人の遺体を踏ん

だんです。だから私は今この足が痛いんですとおっしゃったそうです。先生はびっくりし

まして、そんなはずはないと、それこそトラウマなんだと、忘れられない記憶に体まで痛

くなっていくという体験の方だったそうです。 

 それからいろんな研究をしましたら、精神科医にかかる沖縄のお年寄りの皆さんは必ず

戦争の話をする。どうだった、ああだった、これは家族にも言えないということとかもた

くさん出てきまして、そういうことで眠れない、どこかが痛くなるというようなことがあ

ったという報告でした。 

 私たちは戦争体験者の話を伝えていこうということだけだったのですが、それを聞いて

精神科医というのは、記憶は消せないけれども人の体の痛みを取り除いてくれるんだなと

いうことでびっくりしました。 

 これにちょっと関係あるのですが、戦争体験者は、目の前で見たこと、家族のこと、友

達のことを話されますが、自分が死ぬまで戦争のときに死んでしまった人たちと一緒に生

きているというような感じがするのですね。 

 南風原にいた頃ですけれども、80 代後半の方が訪ねてきて話をしました。僕はもうすぐ
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あの世に行く、自分は死ぬのが怖いのだと。どうしたのですかと聞いたら、自分は戦争で

生き残った。あの世にもうすぐ行くのだけれども、先に戦争のときに亡くなった人たちに、

お前は自分たちよりも長く生きてどんな生き方をしてきたかと聞かれるのが怖いとおっし

ゃったのですね。 

 そういうお年寄りが今私たちの身近にいるということを若い子たちも知るべきだなと思

いました。生きていてよかったじゃなくて、年を重ねていくと、あのときに死んだ人たち

にあの世で会うのが怖いという心境といいますか、そういうことを私たちは無視できない

んだなという気がしました。そういうことも今こどもたちに話しながら、感じてほしいと

思っています。 

 あと、加害意識、被害意識が混同しながら出てくる記憶もあるかと思います。対馬丸と

か例えば列車爆発もそうでしたけれども、箝口令というのが出ています。見たこと、聞い

たこと、一切言うなと。特に対馬丸で 1,500 人近くの方が亡くなる中、1,000 人以上が 15

歳以下のこどもたちでした。助かったこどもたちもいて、絶対言うなと憲兵に監視されて

怖かったということとか、悲しかったとか痛かったとか苦しかったということを一言もし

ゃべれないというような箝口令で、家族にも話せなかったこどもたちがいるわけです。 

 そういう人たちのことを聞くと、本当に箝口令というのは歴史をえぐったなと思ってい

ます。人々の中から記憶は消えないのにしゃべれないということをつくってしまった。こ

どもたちにもそういうトラウマをつくった。だから大人になってもずっと話さないで亡く

なった人たちもたくさんいるわけです。せっかく生き残っても話せなかったということが

あると思っています。 

 家族関係、人間関係の破壊もあります。近所に住んでいる方ですが、自分のお父さんが

ものすごく暴力的で酒飲みで仕事がちゃんとできない人だった。この方は今 70 代中盤な

んですけれども、中学の頃、母親を殴る父親を殺してしまいたいと思って追いかけたこと

もあったそうです。それぐらい憎んでいたと。だけどお父さんが早死にして、お父さんの

同級生という方がたまたま高校の担任になって、その方が言うには、君のお父さんは戦争

のとき一緒だったけれども、頭をけがして神経がやられてものすごくつらい思いをしただ

ろうと。戦後は生き延びたけれども神経がやられているからだるい感じがずっとあって、

集中力もなく仕事もできなかったんだろうという話を聞いて、息子としてそんな話を初め

て聞いたと、親の戦争のときの話を一切聞いたことがなかったので、もう少し早く自分の

親の戦争体験を知っていたら親に対する態度とか姿勢とか違っただろうということで後悔
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しているというお話をされていました。 

 しゃべれなくなった、言えなくなったという人たちがいて、私たちがその人たちの話を

聞くことで何か役に立つことがあるのではないかということで、語り合う場を全国的にた

くさんつくってきています。戦争トラウマの親を持って、その息子たちとか娘たちも、今

思えばそれで解決できるようなことが分かってきたと。それを語り合うというところ、し

ゃべらなくてもいいです、聞くだけでもいいですというような場をつくってきているのだ

なと思います。 

 戦争のことを伝える方法とか、いろんな手段はありますけど、私たちは一博物館・資料

館としてたくさん残された記録、残せなかった体験とかの調査、それからまだ埋もれてい

る資料などの掘り起こしとか調査研究、それを表現するための教材化、伝わるようにする

ということが大事かなと思ったりしております。 

 ありがたいことに、中学生、高校生たちも非常に興味を持ってくれる子たちがいまして、

平和博物館と言われているところに訪ねてきて、学芸員とか職員と一緒になっていろいろ

な活動を始めております。 

 去年でしたか、今年の戦後 80 年という年を迎えるに当たり、話は 10年も前からあった

のですが、人権とか平和博物館と言われるところが沖縄には各地にあります。そこでみん

な手を取り合おうという話をしまして、ときどき沖縄戦の継承について批判されたり、間

違っているということもありますが、それをみんなで確認し合いながら、これはこういう

態度でやるべきだとか、これは正しいとか、そういう話合いができるように手を取り合い

ましょうということで、博物館ネットワークをつくりました。沖縄・平和と人権博物館ネ

ットワークです。ここで沖縄県の補助を受けまして、２回のシンポジウムとかパネル作り

とかバスツアーなども行いました。 

 以上となりますが、こちらのテーマが国際交流とかということがあって、アメリカの友

達からアメリカで沖縄戦の展示会をしたいから手伝ってくれと言われたことがあります。

世界のウチナーンチュ大会が近づくたびに思い出すのですが、沖縄に住んでいる私たちは

普通の沖縄の人です。だけど海外に住んでいる沖縄関係者はものすごく沖縄に興味があっ

て、沖縄の文化を沖縄の人以上に大切に思っていて、だから僕らはスーパーウチナーンチ

ュだとハワイの３世に言われました。 

 確かにそうかもしれない。沖縄の人は沖縄以外のことに興味を持ってどこかに向いてい

こうとするけれども、移民した人たちの子弟とかは沖縄のことをとても大事に思っていて、
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いろんなことを学ぼうとしています。言葉にしても三線とか舞踊にしても、そういう人た

ちと私たちがつながることで、若い人たちも沖縄を見直すかなというふうに思ったりして

います。 

 まとめになりますが、平和学習は弱い立場の人、傷ついた心を持った人、そういう人た

ちに心寄せて、何があったのか、何がこの人の元気を出させるのか、何を一番言いたいの

か、黙っていたいのかとか、そういう心を、感情を育てる学習でもあるのかなと思ってい

ます。それは戦争のことだけではなくて、差別とか人権にもつながることなので、もっと

発展していくかなと思っています。 

 まとまりがなかったように思いますが、以上で終わります。ありがとうございました。 

○宮平座長  御講演を行っていただきました先生方、どうもありがとうございました。

貴重なお話をいただきました。 

 ここで５分間の休憩を挟みまして自由討議に移らせていただきます。皆様におかれまし

ては、15時50分までにお席にお戻りくださいますようお願い申し上げます。それでは休憩

に移らせていただきます。 

(午後３時 45 分休憩) 

(午後３時 51 分再開) 

○宮平座長  それでは、自由討論、質疑に移らせていただきます。 

 先ほどの御講演も御参照しながら、自由に御発言いただければと思います。 

 なお、沖縄県及び内閣府の説明や御講演の内容に御質問がある場合も併せて御質問、あ

るいはいろんなサジェスチョンをお願いしたいと思います。議論の御参考としましては、

内閣府がおまとめになりました前回までの会議における主な意見を資料９にお示ししてお

りますので、そこを必要に応じて御参照ください。 

 テーマが多岐にわたりますので、前半の 30分は主に教育・人材育成、後半の 30 分は主

に文化・国際交流という形でテーマ別に御審議を行わせていただきます。 

 それでは、まずは主に教育・人材育成についてですけれども、時間の関係もありますの

で、１回の発言を３分程度におまとめいただければ座長としては非常に進めやすくできま

す。 

 もう１つですけど、神谷委員がこの後別の会議があるということなので、大変申し訳ご

ざいませんが神谷委員のほうから御発言を賜りたいと思います。神谷委員、よろしくお願

いいたします。 
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○神谷専門委員  琉球大学の神谷です。教育関係で２点、感想じみたこともありますけ

ど申し上げさせていただきます。 

 １点目は、沖縄は大学の進学率が低いという話に関して、私は本土から来て、沖縄で大

学とか大卒とかという方々がちょっと遠い存在なのかなという。今の高校生の親世代でい

くと大学進学率はもっと低くなりますし。なので大学自体が特別なものというような、行

くことのほうが変わっているという認識があるのかなと。 

 一方で沖縄は地方にしては大学が多いように感じるので、大学自体をもう少し身近な存

在にできないか、大学に進学するかどうかは別にして、大学進学を考えるということぐら

いは当たり前な状況にできないのかなと。それは大学と高校とのコミュニケーションの話

もありますけど。 

 もう一方で思うのが、私自身論文とかいろんなところに執筆させていただき、本土の生

徒であったり先生方から問合せがいろいろ来るんですね。論文を読んで、この雑誌を読ん

で、この記事を読んでという問合せは来るんですけど、県内から来るのは大体教育庁から

なんです。学校からは来ないんです。琉大と学校現場との関係なのか分からないですけど、

小中高と大学との関係がほかの 46 都道府県と違うような関係になっているのではないか

と感じています。これが１つです。 

 ２点目がキャリア教育みたいな話で、私は土木関係ですけど、学会とかで土木のほうに

関心を持ってもらおうと、中学校のキャリアの先生とかと話をすると、中学校でもキャリ

ア教育をやったり、体育館に集めていろんな人に来てもらったり、インターンシップ的に

行っているのですけど、８割から下手したら９割方コンビニと商店ですと。これだけ仕事

が多様にあるのに、中学生を受け入れてもらえるのがすごく限られた職種になっている。

その結果、中学生、高校生からして、ふだんの生活から目につく仕事ぐらいしか知らない

ような状況になっているのかなと。それプラス大卒者が少ないということが、職業を知ら

ないという状況にもなっているのかなと。推測ですけれども、感じたこととして申し上げ

させていただきます。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 教育と人材育成についてどなたか。どうぞ。 

○常盤木氏  僕ＡＩとかＤＸをやっているんですけど、三重大学の地域イノベーション

学科がすごく有名なんですけど、西村先生です。どちらかというと社会人が博士号を取り

直しで、それを地域社会にどうやって適用するかとできたのが伊勢のエビラボなんです。
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ＡＩで来客予測とか。 

 あの先生のところから生まれている経営者というのが三重県の経済成長をものすごくリ

ードしていて、例えば今コザもこの問題を抱えていて、産学連携がしにくい場所にあるん

です。リベラルアーツとか、それをどうやって社会実装する、つまりさっき言った学問が

社会経済成長にどういうふうに起因するのか自体大人たちがイメージを持っていないので、

例えば琉球フロッグスの活動もそうなんですけど、長年やってきてますけど、残念ながら

優秀層のみの育成に偏っているんじゃないかと見られてる側面が往々にしてある。それは

一部間違いではないと思うのです。そうではない層向けの大人の学び直し、例えば全国的

なところでいうと熱中小学校などもそうです。元ＩＢＭの堀田さんが全国 30 か所以上で

やって、僕もおきなわ熱中小学校を一緒にやらせていただいたりしていたんですけども、

そういう階層、県外でいうと夜間中学をやっているようなところもありますけど、大人た

ちが学ぶことの意義とか足りないことの意義とか、こどもたちに教育を課すことも、大人

側の学び直し環境ができない限り、残念ながら教育に対する投資価値をリターンしている

大人の分母が増えないので、リターンが伸びにくいんじゃないかというのを、沖縄に来て

からの 12年間感じた次第です。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 ドイツなんかでは社長なんかも博士号をもらってそういったのをやっていますけど、そ

ういったのは日本にはまだないということでしょうかね。 

 ほかに。では、本村先生お願いします。 

○本村専門委員  まず、常盤木代表におかれては、三重大学と連携して活動をされてい

らっしゃいますので、ぜひ琉球大学とも組んでいただけるとありがたいなと思います。 

 質問の１点目ですが、ＯＩＳＴのほうでＡＤＨＤの研究もされているということで、琉

球大学においては前回銘苅先生のほうから御紹介させていただきましたが、おきなわこど

もまんなかウェルビーイングセンターが発足しております。この活動に関連して、こども

の貧困対策においては親御さん、あるいはこども自身のＡＤＨＤという特性によって、準

備されている様々な社会的なサービスを利用できないという課題解決にこのＡＤＨＤの研

究がかなりリンクしていると思いますので、可能であればウェルビーイングセンターと何

らかの形での連携を、今後進めていくことが可能かどうかが質問の１点目になります。 

 ２点目が高専の加藤先生に御発表いただいた観光・地域共生デザインコースについてで

す。非常に興味深く思っています。これは文科省事業ということもあり実現は難しいのか
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なと思いますが、先ほど 10名が沖縄に来るということであると、沖縄の地元の文系的な職

場に卒業生が残ると考えられるでしょうか。県外からそういう学科なりコースに入学して

もらい、丸々理系ではなく文理融合型のコースということで、沖縄に優秀な人材が高専を

通して残るような仕組みの構築を行っていただけると、沖縄で県民所得をどう向上させる

か等を、こどもの貧困の解消という点からもいろいろ考えている者としてはありがたいの

ですけれども、その可能性があるのかどうかが２点目となります。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 では、加藤先生のほうから、親のＡＤＨＤ、こどものＡＤＨＤで様々な支援プログラム

にアプローチできないという実情がある中での取り組みについて、ＯＩＳＴさんのほうで

何か琉大さんと手を組むことができないかということだと思いますけれども。 

○加藤氏  重要な御指摘ありがとうございます。 

 これまでのところは、主に教育委員会と連携して学校現場での実装というところをまず

優先して取り組んできているところです。おっしゃるとおり実際にお役に立つために様々

なパスがあると思いますので、一つの重要な御提案をいただいたと受け止めまして、担当

の研究者にも伝えたいと思います。ありがとうございました。 

○宮平座長  次に鈴木先生、沖縄型観光をさらに発展させるために文理融合型の取組が

できないかということですけれども、この点につきまして御説明をお願いいたします。 

○鈴木氏  文理融合型と言いましても、本校はもともと工業高専ということで、工業を

主体としているということですけど、ただ、今一つの産業というのはいろんなものの融合

でなければできない時代になっております。その中ではもちろん理系の力も必要だし、文

系の力も必要だしというところです。 

 本校はそれであって、大学の初期レベルまで、20歳が本科の卒業生、22 歳でやっと大卒

と同じということで、教えられる範囲というところが狭められているのかなというところ

はありますが、そういったところもまとめて一緒に勉強しないと、これから世の中、役に

立つことは難しくなりますよというところです。 

 特に私のほうでもアントレプレナーシップのほうを、２年前に施設を充実しなさいとい

うことで、こちらも文科省なんですけど１億円ほどいただいて設備はできたと。ただ、大

仏はつくったけれども魂は入れきれてないかなというところはあります。 

 その中で、やはり 20 歳レベルですので、どちらかというと本当に起業をするためのサポ

ートというよりも、そのマインドを育てるというところに今力を入れてやっております。 
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 そういうことでいうと、もちろん産学金とか、ほかにもいろいろ経営学とかも学ばせな

ければいけないところはあります。 

 そういう面では、同じ名護市内に名桜大学がありますので、そちらから講師に来ていた

だいてそういう重点教育などもしています。 

 また、高専全体ではビジネス系の学科を備えている高専もありまして、そういったとこ

ろからのお力もいただける形というのを今は考えております。以上です。 

○宮平座長  よろしいでしょうか。 

 では次に。與座委員、お願いします。 

○與座専門委員  ありがとうございます。日本旅行業協会支部の與座でございます。観

光の立場からお話しさせていただきます。 

 まず、今鈴木先生がお話になった観光・地域共生デザインコースについては、このコー

スが開設されるときに、２年前に説明会を沖縄総合事務局の場所で受けました。そのとき

に課題になったのは、観光と理系のマッチング、ミックスがどのように化学反応を起こす

かという辺りの話が出ていたのと、あとは高専で勉強をされた優秀な子がいかに沖縄にと

どまってくれるかというお話がかなり出ていました。 

 先ほど県内に就職された方の割合、歩留まりが 101 分の 10 というのを聞いてちょっと

愕然としているんですけど、これについてはぜひ沖縄側の企業とも意見交換をさせていた

だいて、何が沖縄に足りないのか、賃金と言われればそれまでかもしれないのですけれど

も、それ以外にも学生が欲しているものがどういうものなのかということを共有いただけ

ればありがたいと思っております。それがまず１点です。 

 ２点目は、観光の立場からお話しさせていただきますと、教育ということでいうと修学

旅行のお話をさせていただきますが、沖縄に来ていただいている修学旅行の人数がピーク

時に約 45万人いたところが、今年度 32万人程度に相当落ち込みそうだということになっ

ていて、我々観光業界でも大変な危機感を持っています。 

 理由としては、物価上昇が一番なのですけれども、そのほかにもボトルネックとしてこ

こ３年ぐらいずっと課題になっているピーク時のバスの手配の問題です。そちらのほうが

なかなか解決できずに、これをどうするかということが今週玉城知事と観光業界の意見交

換会の中でもお話が出ていましたので、こういったことをどのように解決していくかとい

うのが喫緊の課題となっております。 

 また、先ほど喜屋武さんとお話しさせていただいたときに、沖縄の修学旅行イコール平
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和学習だけではないですよというところで、平和学習以外にトピック、テーマをつくり出

して、いかに沖縄に引き寄せるかということを考えていかないといけないなと。ここでア

イデアとか、どうのこうのというお話は差し控えますけれども、これを業界の中でも考え

ていきたいなと思っています。 

 現状として、京都のオーバーツーリズムの問題で、京都の修学旅行が長崎に移り始めて

いるというような報道も出ています。沖縄も御多分に漏れず 45万から 32 万人に減ってい

るというのは、単純に少子化になってきているということだけではないと考えていますの

で、先ほど申し上げた課題をいかにしていくかということを考えていきたいと思います。 

 それと最後に同じ教育旅行を違う観点で。前のこの会議の席でも国際線の就航状況とい

うお話をさせていただいたと思いますが、今沖縄には大体 240便前後の国際線が就航して

いますけれども、御存じのとおりインとアウトの比率が１：９とかそれぐらいの比率にな

っていて、喫緊の課題としていかにアウトを伸ばしていくかというところでいろんな協議

をさせていただいているんですけど、すぐに解決する方法は誰も発案することができなく

て、ただ、今後考えていかなければいけないのは、国際線が飛んでいる就航都市に教育旅

行とかでこどもたちを送ることができるようにするにはどうしたらいいのかということの

一つとして、現地での平和学習であるとか、そういったトピックを見つけてきて、それを

学校関係者の方々にアプローチをしてやっていくという地道なことをやっていかなければ

いけないなと思っています。それが結果的には搭乗率を上げて路線維持の道につながって

いくんじゃないかなと考えておりますので、一応ここで共有させていただきます。 

 教育に関してはひとまず以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。鈴木先生、ぜひ観光関連との情報共有というこ

とですので御検討いただけますでしょうか。 

○鈴木氏  貴重な提言をありがとうございます。 

 そういうところを見据えて、今特にこれから２年分のカリキュラム、どういうことを教

えようかということを考えておりまして非常に参考になります。ありがとうございました。 

 それから沖縄に残る人材が 101 分の 10 ということですけども、こちらは求人がないわ

けではないです。県内企業も 100 社求人をいただきまして、その中の 10 人ということで

す。やはり企業の規模が本土の企業は桁違いの企業もありますし、それから私が思うのは、

沖縄で重工産業となると、それを持ってくるのにお金がかかる。できた製品を送り出すに

も輸送費がかかるというところがかなり大きいのかと思います。 
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 本校にあります情報関連、ここは本当にネットケーブル１本で世界中と勝負できますの

で、そういった人材をこれからも育てていきたいということ。 

 ただ、今は 101 分の 10 なのかもしれないのですが、これは沖縄県全部に言えると思い

ますが、１回本土の会社を経験して、そこで力をつけてまた戻ってくるという人というの

はものすごく多いように思います。それは定着率が下がるというデメリットもあるのかも

しれませんが、私はもっとポジティブに考えて、修行をして、例えばその会社の支店みた

いなもので働いてもらうとか、またはそれをさらに付加価値を上げて自分で起業していた

だくとか、そういったことも含めた幅広い学生の教育といいましょうか、そういうものも

考えていきたいと思っています。 

 現に学校の中で企業説明会をやらせていただいているんですけども、戻りたいんだけど

もいい会社はありますかという相談も受けて、今度説明会をやるからそこに参加していい

よというようなことも進めているという話も伺っております。 

○宮平座長  これは日本経済新聞の記事にあったんですけど、沖縄のＵターン率が全国

１位なんです。今先生がおっしゃったような形でＵターン者が戻りつつあるんですね。特

に観光分野を中心に。ですから、先生がおっしゃっているような戦略、これからは一つ重

要かと思っております。 

 ほかに、喜屋武委員、手が挙がりましたのでよろしくお願いします。 

○喜屋武委員  先ほどもお話がありましたように、教育旅行にしても、学校の教育にし

ても今は転換期なのかと思っています。 

 先ほど、行政説明の中に沖縄の学力が低いという課題が挙げられていました。先ほど常

盤木さんもおっしゃっていましたけど、大人もこどもも、学ぶことの楽しさとか学ぶこと

が自分の人生を豊かにするということに気づけない状態なのかというふうに思っています。

そこがつながっていないので、学ぶことだったり、キャリア教育そのものが、先ほど先生

がおっしゃっていましたけど、職業を伝えることがキャリア教育だと今文科省は言ってい

なくて、生きる力をどうつけていくか、自分の人生をデザインする力をつけていくことが

現在求められるキャリア教育で、それはこどもだけではなくて大人も人材育成をするため

の要なのかと思っています。 

 そういう意味でも、教育というのを今日いろんな政策も聞かせていただいたんですけど、

大学とか企業とか、スタートアップのところはもちろん長年されてきているんですけど、

本会議の中でも何度もお伝えしているように小学校の頃からの教育、なかんずく高校の教
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育というのを今変えていく時期なのかなというふうに思っています。 

 特に、先ほど高専のお話で 10 人しか県内に残っていないという話とか、あと沖縄の県立

高校の教育の施策では県外の大学にもっと行きましょうとか、海外へ行きましょうという、

外に目を向ける政策は増えているんですけど、８割９割は沖縄に残るんです。地域に残っ

てその地域の産業と人材を支えるということを考えてみれば、普通の教育、通常の教育の

中にどんなイノベーションを起こしていくかということが大事だと思います。 

 ちょうど今週のニュース報道の中にもありましたけど、今文科省が高校改革に向けてい

て、国公立に関する基金を創設する、グランドデザインに関しては今年度かけてつくって

いくということですが、そこから都道府県に下りてくるには数年かかると思うので、まず

は理数に関する取組に手を挙げている学校さんに基金をお渡しするという話がありました。 

 グランドデザインを文科省がつくる前に、今は沖縄独自の沖縄の社会課題だったり、沖

縄の文化、沖縄の特色をどう生かしていくのかということを戦略的に体系的にやっていく

時期なのかなというふうに思っています。 

 また、最近地元紙で、沖縄にあるインターナショナルスクールの半分以上が県外の方と

いうことで教育移住も増えていますということなので、沖縄でそういう日本のロールモデ

ルになるような教育基盤をつくれば人も増えるし、沖縄の課題も解決できるし、それが自

分たちの幸せにつながっていくんだという、わくわくした未来をつくっていく今本当に大

事な時期だと思っていますので、ＯＩＳＴさんの力も借りながら、高専さんがされている

観光・地域共生コースというのも、今私は高校の専門高校、商業、工業、農業、水産の魅

力化支援もさせていただいているんですけど、こういうものを手を挙げている学校ではな

くて沖縄のスタンダードとして専門高校の教育に入れていくというのは、ＯＩＳＴさんの

力だったり、常盤木さんがされているアントレブレナー教育だったり、そこをしっかりエ

ッセンスとして入れていく。先生たちに任せるというのは、今は人材不足でもあるのです

ごく難しい。そこをお力を借りながらやれたらいいと思っているところです。ありがとう

ございます。 

○宮平座長  私から逆に質問です。教育を変える必要があるというふうなお話をしてい

たのですけれども、例えば教育のロールモデルというようなお話があったので、ほかにど

ういうふうな方向に変わっていくのかなというふうに。 

○喜屋武委員  今まではどうしてもインプット型の教育が多くて、情報を知るとか、教

科書を教えるというところから今変わってきていて、こどもたちはアウトプット型の教育
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がすごく楽しくなってきているんです。なのでＰＢＬというのも今とても各学校、探究学

習で取り入れているんですけど、先生たちの手に余っているという状況なので、ぜひ業界

団体さん、内閣府さんがされている業界団体で人を育てているみたいな感じで、業界団体

さんに専門分野を渡すという取組も今から増えてくるのかと思っています。 

 つい最近も沖縄工業連合会さんと一緒に商業高校のこどもたちに長期的に自分たちで商

品開発、大人だけで考えていると限界があるので、こどもたちが買ってくれるサーターア

ンダギーにイノベーションをみたいな感じでやったら産業まつりで大ブレークして１時間

で完売したんですけど、今工業連合会さんも人材不足でもあるし、本当に高校生の力を借

りて育てていきながら、また自分たちの業種も伸ばしていきたいという機運も高まってい

ますし、今文科省が言われている探究学習とかＰＢＬというのは社会課題と直結している

ので、そこを先生方というよりも今業界で走っているフロントラインの皆さんに伝えても

らうほうがこどもたちもわくわくして楽しいというのがあるのかというふうに感じていま

す。 

○宮平座長  それでは、常盤木さん。 

○常盤木氏  めっちゃシンプルな話で、そもそも国外に対してとか違う価値に対して興

味関心をどう向けるかというのは、多分沖縄は我が国にとって最大の成長戦略になり得る

とずっと思っているんです。 

 私は、実は今日本デジタルノマド協会の幹事もしているんです。私は 139 か国に行って

いて、ちょっと頭おかしいと思いますけど、この８年間で僕は７回もブラジルへ行ってい

るんです。片道 35時間をかけて。 

 ブラジルで Singular Purturbatins といって、ＪＩＣＡスキームを使って犯罪を減らす

会社をやっているんです。ＡＩで。 

 思いっきりウチナーンチュの力を借りています。目の前で電話すると知事とかも、大城

さんが言っているのだったら取らないとと言って、長官とか出てきて一発で勝負が決まる

んです。 

 何を言いたいかというと、例えば櫻井室長もさっきおっしゃっていた領域でいうと、県

内スタートアップであるハローワールドが、いわゆるその場所にいる中で、まちなか留学

という形で沖縄県内に在住している方のところで留学できる体験なんかが増えてきて、そ

れをテクノロジーで生かしてワールドクラスルームという形で、国外企業とも一緒に合併

できるものとか、技術面は増えたんですけど、精神面での影響とか、いわゆる風に触れる
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というか、僕も正直言うと小学校５年生のときにものすごく景気のよかった香港とか、海

外のブラッドベリービルの建築とか、アメリカとか世界中の国に親が連れて行ってくれた

おかげで、自分の中での越境を当たり前にするというマインドセットが身についたもので

あって、これって体系的なものというよりは、断片化された体験が後で抽象的に落ちてく

るというか、読書とかにすごく近い体験だと思うんです。 

 教員の方々にこの負荷を任せられるのかというと予算面の問題もあって、琉球フロッグ

スみたいな活動を全小中学校でできるかというと予算面で現実的に無理があるので、僕か

らすると世界中にいるデジタルノマドとか、それこそ大使館の力とかもそうですけど、も

っと使っていき、いわゆる産学連携型のスキームをちゃんと使っていき、民間連携をより

推し進めていくというのは絶対やるべきことで、これを結局公共の側が支援しないといけ

ないとなると、安全面の問題とか補償面の問題とか複雑なスキームになってしまうので、

なるべく簡略な一環スキームに変えていかないと現実的にキャパシティを増やすことがで

きないなとすごく感じているので、できれば 14 歳ぐらいまでに最低３か国は行っている

ことを目標にすると、結果的に経済は伸びると思います。 

 僕の嫁もウチナーンチュなんです。今 36 歳で、僕が 24 歳のときに嫁と結婚して連れて

行ったんですけど、初海外だったんですよ。そうすると、両親が台湾へ行ったことがある

というのに、台湾なんて全然生活成長してないでしょというイメージを持っているわけで

す。台北 101とか見て、隣にある台北のほうが下手な東京の一部の都市よりも一部発展し

ていることを沖縄の人は知らないんです。これを僕は浴びさせる体験をどうつけるかとい

うことをやると、結果的に教育面、産学両方が伸びるのではないかと考えます。以上です。 

○宮平座長  ではブラジルに行っている富田さん。今年は何回行きましたか。 

○富田委員  ２回だけなんですけど。私は後半の文化と国際交流のところでしゃべろう

と思っていたんですけど、文化は後にして、先に国際交流のところだけ。 

 県も国も市町村も様々な取組をされていると思いますので、私は本当にこの１点だけで

すけど、世界のウチナーンチュともっと手を携えるということ、そこを主軸に置いた交流

のさらなる発展ということです。 

 沖縄という場所の価値であったり、沖縄文化を実は私たちよりも深く感じて、そして継

承していらっしゃる海外の皆さんと一緒になって発展していくと。今およそ 42 万人と言

われていますけれども、世界のウチナーンチュは世界で一番、もしかしたら私たちよりも

沖縄を理解してくださっている方々かなというふうに思います。 
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 ここ数年ブラジルを中心に、北米、南米で毎年のように交流をしておりますけれども、

どこに行っても沖縄県人会館が必ずあるんです。それは１国に１つではなくて、市町村に

あるんです。そこには舞台があって、そこに首里城の幕が必ず掲げられていて、いろんな

教室があって、そこは土日祝日になると満室で、それぞれで琉球芸能、三線、お琴、それ

からウチナーグチ、空手、紅型とか、いろんなワークショップが満室で、いっぱいで場所

がなくて廊下でも教えているような状況なんです。先ほどスーパーウチナーンチュという

お話もありましたけれども、皆さんもっと関わりたい、沖縄にもっと役立ちたい、沖縄の

ことをもっと知りたいというような気持ちを常に持っていらっしゃいます。 

 沖縄県人会館以外に移民の歴史博物館、資料館のようなものが、１つの建物であったり

１室であったりすることはあるんですけれども、必ずあるんです。世界のウチナーンチュ

大会がありますけれども、沖縄にまた戻って来られたときに、市町村でいろんな祝賀会が

あったり、県全体での大会があったりしますけれども、ウチナーンチュ大会だけではなく、

皆さんが母県沖縄に帰っていらっしゃったときに、よりどころみたいな場所といいますか、

移民の歴史であったり、それから沖縄の総合的な歴史であったり、資料館、伝承館のよう

な場所、そこをウチナーンチュだけではなくて世界のウチナーンチュの皆さんにも加わっ

てもらって一緒につくっていくというような、そんなコンセプトの有機的な場所、箱物を

造りましょうという意味ではなくて、そういう場所をつくることはできるのではないかと

思います。 

 移民の歴史、沖縄戦の歴史を学ぶところ、それから沖縄の伝統的な文化や暮らしだけで

はなくて、むしろ今の等身大の沖縄を映すような、社会の課題などもそのまま皆で共有で

きるような場所、これは結果的には観光資源になるようなことにもつながるのではないか

と思います。産業界、経済界、それから教育機関、各界の知恵を出し合ってそういう場を

どういうふうにつくっていくかということは非常にクリエイティブな取組だと思います。 

 今日本だけではなくて、自国主義といいますか、そういうところに傾倒しつつあるので、

その世界に、沖縄というかつてグローバルに花開いた地域に連なっているスーパーウチナ

ーンチュたちが一堂に会してまた世界に行くという、そういう改めてグローバルな姿を示

していくというのは必要ではないかと思いました。以上です。 

○宮平座長  では、千住先生お願いします。 

○千住専門委員  教育・人材育成ということなんですけど、私は工学部に所属している

わけなんですけど、沖縄では技術者不足というのが言われていまして、かなり深刻になっ
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ているのかなという状況です。 

 琉球大学工学部の受験倍率もかなり低いということで、倍率も上げたいと思っていると

ころですけれど、人材育成という件で考えると、まずは工学部の受験生をどうにか増加さ

せるということで、小中高における数学・理科教育、これが不足しているのではないかと

いう気がしています。重点的に理系人材を育成して工学部の技術者を増やしていくという

ことです。それが必要なのではないかと思います。 

 例えば県庁のほうでも技術職員が不足しているということを聞いております。それでな

かなか仕事が進まないと、市町村もそうです。そういうことで理系教育は大事じゃないか

ということで、どうにかしていただきたいということで、それは私たちも努力していると

ころではありますけど、大学教育はいろいろ努力できるところはあるのですが、小中高に

向けての教育はいかがですかということです。 

○宮平座長  これは、武村さんどなたか。小中高における数学とか理科とか、サイエン

ス分野ですよね。沖縄県では今後、サイエンス分野の教育を今後どのように進めていくの

かについてお答えできる方がいらっしゃいますか。 

○中嶋審議官  補足的な御説明になりますが、冒頭のこちらからの説明資料で、小中学

校の学力テストの結果が沖縄は全科目 47 位だと。ただ、資料に書きましたけれども、実施

した文部科学省のコメントは、県ごとの序列をつけるものではないのみならず、県ごとの

非常に大きな差はなく、一定の範囲内に収まっているというものです。しかし事実として、

沖縄は全国で 47 位です。 

 詳細を見ていきますと、国語は 47 位ですけれども、たかだか１ポイント違いでの 47 位

です。一方、算数は上からＡＢＣＤと層を４つに分けたうちのＤ層という一番低いところ

がほかの県に比べて多く出ているということです。 

 つまり、国語ですとテストで零点取るのは難しいとよく言われますけど、算数、数学だ

とからっきし駄目という生徒もいるような分野ですよね。そういうところをテコ入れする

にはどうしたらいいかと。沖縄の先生方の教える能力が劣っているということはあり得な

いことだと思いますので、一体どういったところに要因があるのかということをもう少し

深掘りする必要が、県の教育委員会とともにあるというような感想を持っております。デ

ータの御紹介レベルですけれども。 

○千住委員  全国的には産業規模が全産業の中で大体３割程度はあるということです。

そういうことで、若い方は技術者が周りにいるというのが見えているのじゃないでしょう
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か。そういう影響もあってかと思います。 

 もう１つは、最近言われていることは、当然ＩＴとかＡＩとか非常に注目されていて、

例えば工学部の中でも人気があるコース、人気がないコースといいますか、そういう現象

が生じています。 

 全国的なニュースで出てきているとおりですけど、インフラの維持が難しくなっている

ということはありますので、そうなると厳しいところはどこかというと、土木だとか私が

いる電気関係が人材獲得に関して厳しいところがあります。 

 沖縄の場合、技術者を育成する高等教育機関はどこかというと、基本的に琉球大学と高

専さんかと思っています。当然拡充も必要ではありますが、今後インフラ関係を維持する

ためにいろんな改組を考えていかないといけないかなと、あとは規模の拡大、その辺りが

重要かと思います。 

 例えば高専さんは 20 年以上教育されているということで非常に興味深い話を聞かせて

いただいたのですが、例えば 20 年前と現在では状況が全然違うと。そうなると規模の拡大

と教育の分野をもうちょっと改組して考えるという、その辺りはいかがなものでしょうか。 

○鈴木氏  規模の拡大ということは定員を増やすということでしょうか。こちらのほう

は政治的なお話で難しいですけども、ただ、今独立行政法人になっていますが、そのトッ

プは増やしもしないし減らしもしないということを言っています。それは中学生人口がど

んどん減っていっている中でという前提はあります。 

 ただ世の中全体として、高専がない県が実は数県ありまして、そこでもつくろうという

ことで、例えば滋賀県では再来年高専ができます。それから、私立で神山まるごと高専と

いってアントレプレナーなどに特化した高専をつくるとか、そういうことで細々ではある

のですけれども、日本中では規模拡大というところはきています。 

 それになるには、やはり需要があるかどうかということで、本校の入試倍率は先ほど 1.5

倍程度と言ったのですが、２倍を超えている地域もありまして、そういうところはなるほ

どそれだけ希望者がいるならば増やすのもいいかなというような手応えはあるようですが、

本校では我々の力不足もありますが、理系人材をもっと下から、それこそ小学生からでも

そういったものに目を向けてくれるような人を育てていきたいというところは思っていま

す。 

 実は、今中高一貫の中等教育機関はできていますので、中学生だけをターゲットにして

いては手遅れになると、じり貧になるということは認識しております。以上です。 
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○宮平座長  では、小中高からのサイエンス教育、これについて県の側は。答えをお持

ちでしたらお願いします。 

○沖縄県教育委員会総務課 小波津  沖縄県教育委員会総務課からまいりました小波津

と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 冒頭、県のＰＤＣＡの報告の中で統括監のほうからもございましたが、理系大学への進

学率ということでは、こちらは理系学部も含めての進学率ということで、基準値が 21％だ

ったところ 29％まで伸びている状況にはございます。その中で、先ほどお話があったよう

なＯＩＳＴさん、高専さん、琉大さんも連携しながら、小中学生、高校生も含めて科学作

品展というものを産業界と連携して進めていたり、またスーパーサイエンス・ハイスクー

ル(ＳＳＨ)のほうも取組を進めて、こういった理系学部への人材の育成に取り組んでいる

ところです。 

 ただ、喜屋武委員からもありましたように県外への進学も高大接続などで促進している

面もございます。まさに沖縄で学ぶ方たちを増やすという施策も、今日いろいろな示唆を

いただいておりますので、一緒になって検討できればと思っております。よろしくお願い

いたします。 

○宮平座長  よろしいですか。 

 では、平良さんのほうからお願いします。 

○平良氏  先ほど富田委員からあった話で思い出したことがありまして、県内各市町村

全部ではないですけれども、海外移住者子弟研修生受入制度があって、各市町村で取り組

んでいると思うのですけど、長いところは 30 年以上やっていまして、南風原でもやってい

たのですけれども、最初は移民した人たちが戦後の沖縄を支えてくれたということで、い

ろんな物資を送ってくれたということもあって、そのお礼事業みたいな言われ方もしたこ

とがありましたが、今は時代が変わってきていて、３世、４世、５世になると親戚も遠く

なったりしていたので、でも受け入れる事業はずっと続いていて、何か新しいことという

のか、双方にいいことがないかと思ったときに、研修生が決まったら来る前に自分の国を

紹介する何かを持ってきてくださいと、パワポでもつくって、物でもいいからなにか持っ

てきてください。来たら必ず小学校の授業の中でペルーの国のことについてとか、ブラジ

ルとか、アルゼンチンとかを紹介する授業と組み合わせていたんです。そしたらこどもた

ちもとても興味を持ったりするし、移民つながりではあるんですけど、海外のことに目を

向けるようになったりということを少しずつほかのところもやってきているのかなと思っ
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たりしました。 

 受入ればかりではなくて、沖縄の青年たちを移民先に送ってみようということも４年ぐ

らいやったんですけれども、そこに行くことによって大歓迎されて、人のお世話になる体

験というのはものすごくよくて、帰ってきたときに次は自分たちが受け入れようというふ

うにやってくれたりしました。若い人たちを行かせると就職で県外に出たりするのが多か

ったんですけれども、そういったつながりをつくることで、移民だけではなくて、確かに

ブラジルの人間であるし、リオの人であるしというふうなことでつながりからいろんなこ

とが生まれてきたと思っていたので、それも生かす方法かなと思いました。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 宇佐川委員、お願いします。 

○宇佐川委員  私からは二点お伝えしたいと思います。 

第一に、こどもが早い段階で学びに興味を持てる環境をつくることの重要性です。 

こどもが「学ぶって面白い」と自然に感じられる機会を、できるだけ早い時期に提供する

ことが大切だと考えています。 

現在、オンラインに質の高い教育コンテンツが数多く存在し、誰でもアクセスできる状況

にあるので、それらを上手に活用することも一案です。 

例えば、建築・土木や電気など、人手不足で就職環境も良い分野であるにもかかわらず、

進学希望者が少ない。 

この背景には、幼少期にこうした分野に触れ、興味を持つきっかけが少ないことがあると

考えています。一方で、地域活性やまちづくりは学校現場でも人気が高く、入口のつくり

方次第で興味の方向性は大きく変わることがわかります。 

例えば、小学校の自由研究で模型づくりや電気を使った簡単な工作に挑戦することは、後

の専門的な学びにつながりやすい体験です。「竹とんぼを電気で作ってみる」といった身近

な工夫でも、こどもの好奇心を大きく刺激します。 

さらに、沖縄の保護者の方々と話す中で、こどもの学びに関して関心が低い方も一定数い

らっしゃることにも気付きました。こうした環境では、こどもがつまずいた際に学びが止

まってしまうケースもあります。 

だからこそ、こども自身が良質な学びにアクセスできる仕組みと同時に、第三者を含めて

学びをサポートする仕組みづくりが大事だと考えています。 

第二に、若年層の初職における早期離職率の高さについてです。 
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沖縄では全国と比べても若年層の離職率が高く、特に入職後 1年以内の離職が課題だと認

識しています。 

初めての職場は、社会人としての基礎を身につける極めて重要な時期です。この段階で職

種や職場とのミスマッチにより早期離職が生じると、その後のキャリア形成に不安を抱え

やすく、キャリアアップを描くことが難しくなる場合があります。 

若年層が早期に離職してしまう背景を丁寧に把握し、適切な支援策を検討していくことが

急務であると考えています。 

以上となります。 

○宮平座長  例えば私の知り合いが塾をやっているのですが、中学生に連立方程式を教

えると、どうせダンプの運転手になるから連立方程式は必要ないとか、そういうふうに言

うんですね。だから、そこの辺りをどう変えていくかも必要です。 

 あと社会人基礎力、特に仲間と協調してやるとか、あるいは真面目にやるとか、そのよ

うな力がついてないと次のステップにつながらないんですよね。いわゆる非認知能力です

が、これらの能力をどう教えていくかも重要だと思います。ありがとうございます。 

 どうぞ、玉城先生お願いします。 

○玉城専門委員  人材育成・教育というところで、私は私立大学を辞めて起業した人間

なので、それでもいろんな大学に関わっている人間として、なぜ大学に行かないのかとい

うのは、最近よく分かってきたというか、やっぱり沖縄は専門学校がすごく強いんですね。 

 食べたい、すぐ食べないといけないといったときに、専門学校は就職率 100％をうたっ

ているので、どうしても親からすると長い時間をかけてなんだかよく分からない、資格も

取れない大学でふらふらされるよりは、しっかり専門学校に行ってもらったほうがいいと

はっきり言われるんです。今私、留学生の関係で専門学校に関わっているんですけど、大

学で落ちこぼれるかもしれないけど専門学校に行って鍛えて公務員にさせるんだというと

ころを売りにしてはっきり言っている専門学校の人たちにかなわないんですね。 

 じゃ大学は駄目なのかというと多分そうではなくて、都会にあれだけの敷地とキャンパ

スを持っているからこそ、先ほどもあったように大人の学び直しとしての場と、もっと地

域に開かれた大学になっていかないと、国立大学はどうにかもつとしても、私立大学はこ

こ十何年以内に恐らく統廃合が出てきたり、本当に存続が危なくなると思うんですけど、

ますます地域から大学がなくなるのは厳しくなるので、どうにか存続してほしいけど、今

のビジネスモデルでは多分無理なんです。専門学校にかなわない。 
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 大学はすごく文科省の縛りが強くて、シラバスの縛りと教員の資格をものすごく厳格に

見ていくんですけど、専門学校は何か２つのタイプに分かれるらしくて、結構何でもあり

というか、ある一定のルールを守ったらなんでも変えられる。 

 だから地域に根差して地域の課題解決をするのにやりやすいカリキュラムをというふう

にこの間お聞きしてなるほどと思ったのがあったので、学びを大学だけに依存せずに、一

旦専門学校を出てもらってもいいけれども、でも大学で学び直せる、もしくは大学がもっ

とより地域に根差して、地域にオープンになっていくというのは、そこはもしかしたら大

学の抵抗がちょっとあるかなと正直に思ったりしますけど、必要なんじゃないかと思いま

した。 

 そうやってしか親は多分変わっていかない。目の前で今すぐ食べてほしい、手に職をつ

けてほしいという人たちの意識はなかなか変わらないんじゃないかなと思いますし、大学

に行って必要とされる職業がどのぐらいあるんですかと言われたときに、ビジネスモデル

が少ないのかなと。公務員だったらいいかもしれないけど、小売業が多い沖縄だったらい

いんじゃないのという声もあるだろうし、稼ぐ力でもよく言われているのが観光人材をど

うやって育てるのというところで、恐らく大学が今求められてないんじゃないかなと。大

学を卒業して本当に観光業に就きますかというとほとんど就かないんですね。もしかした

ら何かやり方が間違っているのかもしれないので、そこをもう少し地域と連携した学び合

いというのが必要じゃないかなというふうに思いました。 

 この間、専門学校の人と話してなるほどと思ったのが、今専門学校は 18 歳の日本人を相

手にしてなくて、留学生を確実にターゲットにして、現地までリクルートしに行っている

のです。３つの条件を言っていたのです。まず留学生が沖縄に来ても困らないための住環

境の整備と、しっかり学びながらもお金が稼げるアルバイトと、もう１つがキャリア支援

といって、そこに人材派遣会社がある専門学校だとよりいいと。ミスマッチングは人間起

こるけど、何回失敗しても次の斡旋をしてくれる専門学校であれば確実に人を集められる。 

 それが今県外ですごくビジネスモデルとしても成功している専門学校だからとお聞きし

たので、多分そこは大学もよそ事じゃないというふうに持っていかないといけないんじゃ

ないかなと。わざわざ沖縄にまで来て沖縄で学ぶという子たち。中南部に大学が集中して

いるので、離島、北部からもこどもたちを入れるといったときに、そこまでやらないと多

分人材は集まらないんじゃないかと思いました。感想になりますけれども、以上です。 

○宮平座長  ありがとうございます。 
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 それでは、時間の都合上次のテーマに移らせていただきたいと思います。 

 まだ御発言あるいは意見等がございましたらメール等でいただければ御回答したいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 後半は主に文化・国際交流について御意見を賜わりたいと存じます。最初に與座委員の

ほうから。 

○與座専門委員  時間が限られているので手短に申し上げます。 

 まず国際交流のところに関して申し上げたいのは、地元の人間が知らないことが多すぎ

るという観点から、１つ目は、先ほどデータでしまくとぅばを使う割合というのが 42.5％

と出ていたのですが、例えばさっき富田さんが話されていた南米とかアメリカとかの県人

会館に行くと、あそこのおじいとおばあと話をするときの言語がしまくとぅばと現地語な

んです。標準語は全く出てこない。しまくとぅばだったら通じる状態、それが彼らのアイ

デンティティの一つだというふうに思っておりました。彼らもそう言っておりました。 

 それに対して地元の我々がどうかというと、しまくとぅばがしゃべれる人間、42.5％も

いると僕は思わないですけれども、いてもせいぜい３割ぐらいだろうと思っています。も

っとアイデンティティを持つような仕掛けがないのかというのが１つ。 

 もう１つは、先ほど対馬丸記念館の平良館長がおっしゃっていました。仕事でも大変お

世話になっております。ありがとうございます。 

 箝口令のお話が出ていました。箝口令ということと実際に戦争体験をした方々がトラウ

マになってしゃべりたがらないという２つがあると思います。弊社で今平和学習のツアー

を始めていまして、先ほど例に出ていた護郷隊のツアーをやってみたところ、こんなこと

があるとは全く知らなかったという地元の方が大変多くて、これは反響を呼んでおりまし

てシリーズ化しています。そのほかにも伊江島であるとか、戦争があったところのツアー

を今後どんどんつくっていこうと思っておりまして、それはなぜかというと、政治的信条

は一切抜きにして、地元の人たちにも沖縄戦の隠された事実といいますか、まだ知られて

いない事実というのを知っていただきたいということを我々沖縄県民も知っていくことに

よって国際交流の下地ができていくんじゃないかというふうに思いました。 

 それからもう１点は、弊社の方で長らく南洋群島帰還者会の慰霊墓参、これはサイパン、

テニアン、パラオでやっているんですけれども、これは慰霊墓参団というツアーでやって

いたんですけれども、当然のことながら１世の方がどんどんお亡くなりになっていって、

ツアー自体は続けているのですが、趣旨が慰霊から現地の皆さんとの交流に変わってきて
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いて、そういった事業に対してのサポートであるとか、先ほど県のほうからパラオの技術

支援の話がありましたけれども、パラオも毎年慰霊と交流の旅というのをやっていて、そ

ういった中で水産に関しての技術支援を今やっているということで、そういったことをフ

ックにした交流をほかのところでもつくっていくということが必要になってくるんじゃな

いかなと、それによって交流、人流、物流が継続していけるのではないかと思いました。

以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 貴重な意見だったと思います。担当の部署の方はよろしくお願いします。 

 遠隔で鯨本委員から今回の話について意見があるそうですので、よろしくお願いします。 

○鯨本専門委員  テーマが広いのですけれども、１点だけ重要だと思うことを話させて

ください。 

 私は離島や小規模コミュニティが専門なのでその視点でお話したいのですけれども、沖

縄の魅力と言いますと文化の多様性にあると考えています。歌、踊り、空手のような文化

はもちろんですけれども、自然と共に生きてきた生活の知恵とか、人と人との支え合いと

か、沖縄で言うゆいの文化もあると感じています。 

 支え合いの文化という点では、先ほど話題に上がっていた世界のウチナーンチュ大会に

来られる方のように、足元でつながる縁故者との広域の支え合いというのも含まれてきま

す。 

 この辺りの文化は、別の言い方で言えば共助の文化とも言えるんですけど、この共助文

化はこの先非常に重要だと思っています。この辺りが特に防災、子育て、福祉の分野でも

力を発揮するもので、今後人口減少していったところで、公助とか制度で賄いきれないよ

うな穴を塞いでいくのが文化だと思っています。 

 例えば、大規模災害が想定されたときには、公助には限界があるというのが防災白書に

も書かれているんですけれども、こういったときに人口の少ない島では支え合いの文化が

優れた状態で残っていたりするので、そういったところを評価して改めて振興していくよ

うなこともいいんじゃないかと思っています。 

 芸術文化のような派手さはないですけれども、生活文化とか、地域文化、共助文化とい

うところは、地域住民の幸福度の向上とか、アイデンティティを高めるとか、移住定住者

とか転居移住者を集めるという点でも非常に有効です。この辺り、芸術文化といったもの

だけではなく、地域文化とか教育文化にも注目いただきたいと思いまして発言させていた
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だきました。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。都心では、タワーマンションとかではどうする

のかというのが問題になっていますので、非常に示唆に富む発言だったと思います。 

 では続きまして文化に関して、富田委員お願いします。 

○富田委員  ありがとうございます。 

 文化に関して私はいろんな会議で課題として申し上げているんですけれども、なかなか

改善が難しいのかなと思いますので話させてください。沖縄の文化事業の構図の問題です。

運営システムの課題について。 

 現状は大きな事業になればなるほど、例えば大手の広告代理店ですとか、大手の旅行社

ですとか、コンサルタント事業者に運営を委ねるケースが多く見られます。予算の執行で

すとか、例えば集客目標の達成とか、日程の管理ですとか、そういった外形的な運営を守

ろうとするあまり、肝心の文化の推進ですとか、文化事業の質の部分、クリエイティブな

ところが二の次になっていると感じることがあります。文化の振興よりもまず納品しよう

というような感覚です。 

 運営重視とか、クリエイティブ軽視というのは文化の消費で、これは沖縄とか日本だけ

ではなくて世界中の問題だと思いますけれども、かえって本当に文化の衰退につながらな

いかという危惧をしております。 

 業務の遂行とか運営の重視の姿勢になりすぎない、文化の創造者とか継承者が運営に使

われるというやり方ではなくて、搾取されないシステムづくり、つまり文化を消費型から

文化の創造、発展、継承までを考えた循環型に変えていくことが喫緊の課題だと思ってい

ます。 

 そのために、さっきの人材育成の話に戻るのですけども、運営ができる人材、アートマ

ネジメントができる文化人材ですね。先ほどＯＩＳＴさんの事例で、自身の研究を進める

のと同時に、資金調達だったりマネジメントをセットで学ぶ、併せて支援をしていくとい

う、こういったことがシステムとして構築されているというのが非常にうらやましく感じ

ましたけれども、こうしたアートマネジメントができる人材、それから文化の担い手の支

援、これもすごく大事だと思いますけれども、いろんな事業を行うときに運営の費用と現

場の費用というのが適切に配分されているかを目配せしていくところが必要かなと思いま

す。沖縄の文化に敬意を持って、大切にしてかつ発展させていくということが必要だと感

じます。 
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 これは、大きな事業になればなるほど受託事業者が本土資本の例えば沖縄企業みたいな

ところで、現場で汗をかいているのは沖縄の人たち、公共事業の構造の問題は行政全般に

指摘されているところかと思いますけど、でも文化芸能とか文化観光の分野で顕著だなと

思っています。 

 ただ、手がないわけではなくて、例えば具体的に運営のシステムについて言いますと、

例えば何かの事業を行政からコンペのような形に出すときに、業務遂行能力の高い大手の

事業者に加えて、例えばＪＶなんかで必ず文化に実際に携わっている業界団体ですとか、

それから育成機関、これは大学などの教育機関も含まれると思いますけれども、そういっ

た団体、技能を持っている団体を必ず一緒に応募してくださいというようなことを課すこ

とで実現可能ではないかと思っています。 

 行政の下に受託事業者がいて、その下に現場を担う団体という縦の図式ではなくて、こ

うなると下請け、孫請けというような形にどうしてもなってしまいますので、上下の構図

ではないシステムで、既存の効率重視のやり方ではなくて、枠組から変えて持続可能なシ

ステムにすることができないかなと思います。これは本当に文化行政全般で今後の在り方、

ぜひ皆さんと議論をしたいテーマであります。 

 ただ美術と工芸分野ではすごくうまくいっている学ぶべき事例があって、2015年から行

われていた琉球王国文化遺産集積再興事業ですけども、琉球王国時代の文化遺産に関わる

科学的な知見ですとか、それから分析の情報を収集しまして、現代の最高水準の手わざで

復元をして再興するという事業で、すごく幅広い分野にわたっているんです。絵画とか、

木の彫刻、石の彫刻、漆芸、陶芸、染め織り、金細工、三線、８分野で、さらに細かな事

業がありますので多岐にわたる事業ですけれども、沖縄県立博物館・美術館が責任感を持

って事業に取り組んで、強いリーダーシップを持ちつつも、各分野の皆さんと上下ではな

くて横のつながりと、それからベースに強いリスペクトを持って事業が進められていたこ

とはこの事業から大いに学ぶところかなというふうに思います。 

 これは結果的に、くしくも首里城の復興事業とも連携するような形になりまして、この

事業を見ていると大きな希望を感じて、沖縄のほかの文化事業にもこうした仕組みが生か

されるような好事例だと思いました。以上です。 

○宮平座長  要するに頭脳は東京、大阪、手足は沖縄という、この図式は別に文化だけ

でなく様々で、沖縄だけでなく地方で見られる構図ですので、それを変えていくにはどう

すればいいかということです。ありがとうございます。 
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 では玉城委員のほうからお願いします。 

○玉城専門委員  ２点あります。今私もＳＤＧｓで、例えば高校で文化芸能で頑張って

いる子たちがいるんだけれども、卒業したらなかなか続けられない、その業界で食ってい

けないというところが非常にあるのですけど、今いろんな地域で頑張っている子たちがな

かなか産業になりづらいというのがあるのかなというのと、そうやって頑張っている子た

ちもいれば、例えばいわゆるエリート層、４Ｋと言われる学校で沖縄の文化歴史をほとん

ど学んでいないという現状があって、そこのギャップをどうにか埋めてもらえないのかな

と。 

 沖縄で生まれ育った人間はしっかりと沖縄の歴史、戦争の歴史、文化、琉球王朝から今

までを学ぶということはもう少し全体でしっかりとやったほうがいいと私は思っていて、

そこの学びと同時に、そこの業界で食っていける人たちが１つ増えたほうがいいのかとい

うふうに思っています。 

 もう１つが、先ほどの文化の話は、平和にも同じことが言えると私は思っていて、沖縄

県は平和が事業の柱、沖縄県にとってはそうだと思うんですけど、今地域ガイドもなかな

か高齢化で育たない、でも観光でどんどん人が来るけどそこに人が減っている。ある意味

マンネリ化しているというのがあると思うんですけど、大きな事業、イベントとかで、沖

縄県民もしくはガイドの方々、私たちのような会社が新しいことを作って、それを県の事

業に乗せて何か新しいものを作ったなと思っても、そこに大きな代理店とか本土企業がど

んとやってきて、そこをざっと取っていくという仕組みが非常に残念だなと思って、沖縄

でデータをつくって、私たちがカリキュラムをつくって学校に下ろしていってネットワー

クをつくってという地道な市民活動、市民運動の中で生まれてきたものが、イベントとか

事業となったときには、沖縄にやってくる。今県外の代理店さんがわざわざ沖縄に支社を

置くという理由が、沖縄は大きなイベントが何千万単位、何億単位であるというのと、も

う１つスタートアップ天国であると。 

 沖縄に行ったらある程度のお金を取れるよ、だから支社を置く意味があるということを

最近私はよく聞くんです。それはやはりザル経済を生む一つ。 

 イノベーションを起こすスタートアップで新しいものを起こしていくと同時に、でも沖

縄の人がそこに乗れないということも、だから別に大目に見てくださいではないですけど、

どうやったら一緒に育つのかということはずっと。 

 文化だけでは本当にないと。平和もそこの危機感をすごく今持っていて、何十年もやっ
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てきた歴史を一瞬にしてさらわれてなかったことになってしまうんじゃないかという恐怖

心すら感じてしまいます。以上です。 

○宮平座長  先ほどの稼げる仕組みと共通しているところはありますね。いかにマッチ

ングしてやっていくかということですね。 

 よろしくお願いします。 

○常盤木氏  コンパクトに。 

 私は今言っていたスタートアップやアントレプレナーシップなどで、学生教育向けで言

うとフロッグスのリプレイと、あとは比屋根隆がやっているミチシルベ、いわゆる社会課

題解決型の起業家が集まる、要は薩摩会議の沖縄版みたいなものです。 

 それにプラス、コザロックス、去年おかげさまで実績としては 5,000人集客ができまし

た。先に言っておきますと来年７月 10 日、11 日がコザロックスですので、こちらを空け

ていただくと、日本中から影響力を持っている人たちがプライベートでガンガン、300 万

円、400 万円ぐらい僕もプライベートで使って呼んでいますので来ていただきたいという

のと、僕が必ずやっていることは、さっきのことに付け加えるとまだ少ないと思うんです

けど、僕は県外から来た人を必ずヒストリートに連れて行っているんです。 

 これは実は何が重要かというと、その場所自体を持っている価値は実は地場の人には理

解されにくいんです。県外から来た人、今は特に「宝島」のおかげでコザにものすごく人

が来るようになったんです。であるにもかかわらず、見学ツアー来ます。30人経営者がい

ます。「宝島」を見た人と聞くと２人ぐらいしかいないんです。お前ら搾取者かとちゃんと

僕は言って、Ａサインの歴史の話とか、なぜこのまちにスタートアップとか挑戦者が増え

たのかとか、光と闇の強烈なエネルギーの原点の話をちゃんと知らずに沖縄に関わる方が

残念ながらまだまだ多いと思います。 

 だから、簡単な場所ではないということをちゃんと分かっていただくということを僕は

結構やってきたので、結果、ウチナームークなのに、おでん小町のおかみさんに「トッキ

ー、ウチナーンチュよりウチナーンチュさ」と言われるようになったんです。 

 何が言いたいかというと、僕らが結局アテンドするツアーの中で、今言っていた文化芸

能と国際交流と教育、人材育成は絶対セットなんです。これが相互性を持っていないこと

に問題があって、セクションが分かれてしまっていて、体験価値とか、コザロックスでも

そうですけど、必ずエイサーの時間も入れますし、Ｒｕｄｅ-αにも出てもらうし、みんな

そういった地場の人たち、あと上から下から、同時に今回もライジングサンと一緒にやっ
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て、今回もＪＥＴのターキーさんとか２週出てもらうんです。 

 結局まちぐるみで多層構造にならないといけないのだけども、音楽の人、芸能の人、経

済の人、スタートアップの人、それぞれのプレーヤーが別々の日にやっていて、そのクラ

スターが階層化されていないので馬力が発揮されていないというのと、そこにあり続ける

理由の設計ができていないので、ＩＳＣＯが出来上がったときも賛否両論がありました。

僕はＩＳＣＯの初代フェローで僕がやっていることはある意味目付役みたいなものです。

ちゃんと生き金になっているかどうかというところは。 

 だから補助金の申請をやるとき、僕身内だろうが容赦なくガンガン落とします。ふざけ

るなという感じで。こんななめるんじゃねえぞと言って何回も、多分ほかの委員より僕は

容赦なく厳しく、ググって目の前で、お前ベトナムで使ってほかで使って、お前この仕事

20万円で発注しているみたいだねって、会議で泣かせたこともありますよ。 

 だから、そういうふうなものと同じで、僕らが次にしなければいけないことは、まずや

っぱり底辺にあるのは、僕ら自体のそのまちとか、その字、例えば名護でいったらみどり

町だったらよそ者とか受け入れづらい部分があり、コザというのは挑戦者のまちである部

分があり、アテンドするものとか、その土地の色とかカラーに合わせずに沖縄として一緒

くたに括るとか、経済産業クラスターで一緒に括るというのはなかなか難しいものがあっ

て、その時期の多層クラスターの人たちをコンソーシアムにちゃんと組んでいくこととか、

スタートアップのときはこれができたんですけど、いわゆるまちとしての縦串ができてな

いのです。まちとしての縦串をコンソーシアム化していくというのは必須命題になってく

るのじゃないかと思います。以上です。 

○宮平座長  では、時間になりましたので、本日の会議は以上となります。 

 今回実施したテーマは、審議をもちまして計５つのテーマが一巡しました。 

 来年１月に開催予定の第 43 回沖縄振興審議会において、親会議ですけれども、これまで

の審議について中間報告を行う予定です。 

 中間報告ですので、これまでまとめた内容で、これはまだ言い足りない、ここはちょっ

と言い過ぎたかなという部分があると思いますので、その辺につきましてはまた加除修正

したいと思います。 

 審議会への報告に先立ちまして委員の先生方には告知の案内をいたしますので、御確認

ください。 

 最終的に取りまとめは私と内閣府のほうに御一任いただきたいと思いますがよろしいで
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しょうか。 

(異議なし) 

 ありがとうございます。私からは以上です。 

 最後に事務局のほうから御連絡事項をお願いいたします。 

○伊藤企画担当参事官補佐  ただいま座長から御発言のあった中間報告案の確認方法

等につきましては、事務局から追って御連絡させていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 また審議会開催後、来年度には再びこの総合部会専門委員会において調査審議をいただ

く予定ですけれども、その日程についても追って調整をさせていただければと思っており

ます。 

 そして、最後になりますけれども、本日の議事録につきましては、後日皆様に御確認を

いただいた上で内閣府ホームページに公表いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

３．閉会  
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